
はじめに

岐阜県博物館は、昭利51年5別i支阜県五年公園内に、総合博物館として開館しました、以来、岐阜県に関わ

りがある人文、自然についての資料収集・整理・分類・保存、調査研究を重ね、その成果を常設展示、特別展ノi∴

資料紹介展ノI汲び開通した講演会、観察会などの諸事業を通して広く県民への普及を図ってまいりましだ　平成

7年7月にはマイ・ミュージアム棟が増設されて、マイミュージアムギャラリー他、ハイパーハイビジョン風上

記「ひだ・みの紀行」や、ハイビジョン静止画制作システムなどの情報機器も整備され「であい楽しい情報ステ
ーション」をキーワードに参加体験機能を持つ博物館として肱充発展してまいりました（

平成11年度の夏の特別展「恐竜時代－モンゴルと手取層群の恐竜たち～」では、中日新聞の共催を得て、モン

ゴルの国宝級といわれている世界唯一の恐屯格闘化石やダチョウ恐竜、ヨロイ竜など、恐竜の実物全身骨格と岐

阜県から北I勘也方にかけて広がる手取層群から発見された恐竜化石や多くの重要な化石を比較展示することがで

きました，展示期間中に開催したモンゴル科学アカデミー古生物学センター所長のリンチエン・パルスボルド民

や福井県立博物館絵描学芸員の東洋一氏の講演は、多くの熱心な聴衆を魅了しました。また、「化石をつくろう」

や「恐竜ナイトツアー」などの催しものもたいへん好評で、親子連れなどを中心に特別展はじまって以来の来館

者を記録することができました。

秋の特別展「水とまつり一古代人の祈り～」は、近年の古代遺跡の調査研究の成果をもとに、水にかかれる古

代の祭祀や信仰のようすを、岐阜県下をはじめ東海・近畿地方などにおいて田上した土器類、土製品、右製品、

木製品など黙雷な資料から解き明かそうとしたもので、考古フアンをはじめとする多くの方々に高い評価をいた

だくことができました／，また、岐阜県血岐南工業高等半枚、岐阜県立加茂農林高等学校、岐阜県立多治見L二葉高

等学校の生徒のみなさんに製作していただいた、ハンズオン用の復元資料は本物同様の手ざわりを確かめること

のできる資料として皆様に親しんでいただくことができました

質料紹介展「井波コレクションとスミレの世界」、特別陳列「ふるさとの文化則紹介康一飛騨地Ix＿～」、特別陳

列「ベルギー王国アントワープ市民族学博物館，し11度記念ii腔展」、写真展「自然の中の不思議を知る一第20回

SSP展～」、博物館共催で開催された岐阜県文化財保護センターの発掘速報展白、にしえの美濃と飛騨」、八し由

のマイミュージアムギャラリー展示につきましても、それぞれ特色ある展′」ぐとなり、多くの来館者を得ることが

できました「

資料収集では、広重作の木曾街道六十九次の囚　人久手、西浦焼吹絵鷺　輪挿柁瓶など上数点、翼竜ズンが）

プテルスの全身骨格複製標本（全長1．8m）、テスケロサウルスの全身骨格複製標本（全長3m）などの購入や多

くの鳥類の剥製、植物標本などの）寄贈、太刀などの寄託を得ることができました（また、マイミュージアムでは

館蔵資料のデータベース化も進みましたl

辛成11年度を通観してみると、新聞社との共催で、郡上のノ羊術的な調査研究とモンゴルの悪心研究とを対比し

た「恐尚時代」や耶馬県から岡山県に奉る広範囲の調査研究に基づく「水とまつり」、さらにベルギーTii、）への出

展記念の「「Tl空展」など全国への情報発信をめざす企画展ができました（、

ハンズオンなどを取り入れた参用体験型の事業も増加して、県民の皆さんに気軽に参加していただき、誰もが

楽しめる博物館への前進が見られました

平成12年度には、明治の殖I童興業とヨーロッパに輸出され、珍重された焼き物を扱った夏季特別展「海を越え

た明治－ヨーロッパが愛した焼き物の英一」、束濃のrI然に関わる調飾）†究の成果を紹介する称季特別展「すぼ

らしさ東濃の自然、再発見一巨大ヒノキが見てきた生き物たち－」、資料紹介展「はくせいはうんちしない一さる

やきつねの巻～」、特刷煉列「描かれた街道一i玉出・広重の中IIi適一」、設立10周年を迎えた（財）岐阜県文化財

保護センターによる特別企画「いにしえの美濃と飛騨」などの企画展をはじめ、マイミュージアムギャラリーの

コレクションや作品の展示、博物館講座、講演会、たのしい博物館、自然観察会、特別行事など、合わせて84本

の企画を計画しています。

ここに、宮成11年度の事業記録と、平成12年度の事業計画の概要を紹介する館報23号を刊行しました／ご高覧

いただき、ご指導とご支接を賜りますようお願いいたします。

ふやしたいね心の′偽勿

、朽葉12年4月1日

岐阜県博物館長　遠　藤　祐　神
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I　博　物　館　概　要

〔設置日的〕

岐阜県の人文、自然両分野にわたる諸資料を公開し、

併せて、教育普及活動を行うことにより広く県民の学習

の場となり、また文化財保護の精神の滴賽に役立て、新

しい教養と文化の発展に寄与することを目的とする。

〔基本的性格と方針〕

1　基本的性格

・岐阜県の人文（考古、歴史、民俗、美術工芸）、

自然（動物、植物、地学）等に関する諸資料の収

集、保管、展示、調査研究およびそれらの活用を図

る総合博物館とする。

県内外の博物館および相当施設との活発な交流を

図るとともに、本県の中央博物館としての役割を果

たす内容と設備を有する施設とする。

学校教育・社会教育との密接な連携を図り、利用

者が楽しく学習することができ、未来への研究心と

創造性を開発させるような生涯学習機関とする。

マルチメディアシステムを活用し、「ハイパーハ

イビジョン風土記」を主とした地域情報や博物館資

料などの情報の収集、加工、発信、受信を行い、情

報化社会に対応した博物館を目指す。

資料の収集および保存並びに展示に関する専門的

な調査研究を推進する。

2　基本方針

（1）資料収業

県内の人文・自然等に関する資料を収集する。

資料は、実物を中心とするが、必要に応じて厳密な

考証に基づく復元模型を含める。

寄贈、寄託、借用、購入等により収集する。

（2）展示構成

展示は、常設展示と特別展示とする。

常設展示は、総合展示と課題展示とし、それぞれ人

文、自然の2部門に分ける。総合展示は、だれにも親

しめるよう平易な展示を心掛け、本県の歴史の発展の

概要と、自然環境の概要を理解しやすく展示する。課

題展示は、内容において、前者よりやや高度なものと

する。

特別展示は、特定の企画とテーマを設けて、展示を

する。

展示の方法は、（ア）生涯学習の場として、幅広い

層に親しめる展示　（イ）資料の単なる羅列ではなく

ストーリー性のある展示　（ウ）各時代の特色やテー

マの本質をとらえた展示　（エ）できる限り実物資料

の展示をするが、更に、図表、模型等多種類の資料も

活用　（オ）視聴覚機器などを取り入れ、見る人に強

く訴える設備　（力）明確で分かりやすい解説とす

る。

展示室の主題と内容は次のとおりである。

〇人文展示室1（人文総合展示）

主題「郷土のあゆみ」－原始時代から近代、現代に

至るまでの歴史の流れと、各時代の特色を分かりや

すく展示する。

〇人文展示室2（人文課題展示）

主題「郷土の民俗と美術工芸」一特色ある郷上の民

俗と美術工芸を部門別、時代別に展示する。

○自然展示室1（自然総合展示）

主題「郷土の自然とおいたち」－郷士の自然の概要

を生態的に分かりやすく展示する。

○自然展示室2（自然課題展示）

主題「郷土のさまざまな自然」一特色ある自然物や

事象をテーマ別に系統的に展示する。

○特別展示室（特別展示）

特定の企画とテーマを設けて年に数回展示する。

（3）調査研究
・　博物館資料に関する専門的、技術的な調香研究

を行う。
・博物館資料の保管及び展示等に関する技術的な研

究を行う。

（4）マイ・ミュージアム（マルチメディア情報センター）
・マイミュージアムギャラリー

個人などによって収集、所蔵されているコレクシ

ョンを公開展示する。また、生涯学習の成果発表の

場など多様な活用を図り、県民文化の交流の拠点と

する。
・ハイビジョンホール

ハイパーハイビジョン風土記「ひだ・みの紀行」に

より、岐阜県の歴史、文化、産業、自然などをハイビ

ジョンで提供するほか、各種のハイビジョンソフトや

ハイビジョン放送を放映する。また、マルチメディア

情報機器を活用し、各種の講演、研修会等の場とす

る。

・マルチメディアスタジオ

ハイパーハイビジョン風土記「ひだ・みの紀行」を

一人ひとりが自在に検索し、楽しみながら学習できる

場とする。

また、マルチメディア機器の利用提供や技術的支援

により県民のソフトづくりの工房（マルチメディア工

房・ぎふ）としての役割を拡大する。
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〔沿革〕
昭和46年3月　岐阜県白年記念事業推進委員

会において、博物館の建設を

決定
4月　教育委員会社会教育課に博物

館準備担当を配置
6－－9月　博物館懇談会を設ける

日葡1147年4月　博物館開設準備室を設置展示

委員会を設ける
昭和48年8月　起⊥式挙行

昭和49年3月　展示実施計画樹立

10月　定礎式

昭和50年3月　農水工事着手

7月　本館建築竣」

昭和51年i月　展′J㍉工事完了

4月　岐車県博物館条例公布

岐阜県博物館設置

展示資料等製作完了
5月　開館記念式典挙行　一般公開

「TT匠三人展」・「スポーツ栄

光展」

7月　皇太了・同妃殿下行啓

8月　特別痕Iふるさとの文楽」

入館者IO方人を突破

10月　入館料徴収開始

11月　特別展「熊谷守　一展」

昭和52年5月　特別展「日本伝統「芸秀作展＿」

入館者20万人を突破

7月　特別塵「郷土の化石展」

11月　特別展「鉄斎」

昭和53年4月　入館者30万人を突破

特別展「濃飛の中富」
7月　特別展「世界のコカネムシ」

10月　特別展「能面と装束」

昭和34年4月　入館者40万人を突破

特別展「濃飛の先史時代」
7月　特別展「世界の貝」

10月　特別展「濃飛の文人」

1用　「税別軍書者（触察）コーナー」

開設
昭利554＝4月　特別娃「宝暦治水と薩摩藩」

5月　入館者50万人を突破

7月　拙馴鹿「化石の世界i

iO日　射別展「英如し（人」

昭和36年4月　特別展「美濃の絵馬」

5月　入館者60万人を突破

7月　特別展「御高山は生きている」

10月　特別蛇口、るさとの美濃古陶」

昭和57年4月　特別展「高賀川のイ訓山

入館者70方人を突破

7月　特別展「ふるさとの植物」

1（用　特別展i東洋の貨幣」

昭和58年4月　特別展「岐阜県の考古遺物」

5月　入館者80万人を突破

7月　粧別展「長良川」

10月　特別展「郷十の生んだ先覚者」

昭和59年　4月　鵠別展「濃飛の戦国武将」

7月　特別展「ふるさとの昆虫」

8月　入館者90万人を突破

1（用　′予習ビデオスタディコーナー

設置

特別展「濃燕の蘭学」
甘梱jO（川4月　特別展「濃飛の縄文時代」

7月　特別展「鉱物の世界i

10月　特別展「美l農の力剣i

入館者100万人を突破

12月　自然展示室Hを改装

i臨口61年4月　特別娃i徳山の囲李とくらLi

7月　特別妓【輿飛騨の自然）

9月　人文展示室Iを改装

iO月　開館10周年記念式典を挙行

開館10周年記念展「ふるさと

の祭り」

ii補間2年4月　特別展「飛騨の弥生時代」

入館者iiO万人を突破

7月　特別展「外国から侵入した生

きものたち」

10月　特別展「飛騨の匠」

旧徳用村民家移築復元
Ht湘63年1月　自然展示室Iを改装

4月　特別展示室ショーケース改修

特別尿「ふるさとの湿原」

7月　中部未来博’88記念展「中山

道一美濃i六清…」

10月　特別展「中生代の化石」

入館者120万人を突破

平成元年4月　特別展「濃飛の市境時代」
7月　特別庚「ふるさとの野鳥」

8月∴1鉦i恐竜足跡化石i′川村で発見

10月　特別尿i移ろいゆ〈年中行事」

11月　日本生命見川、jIから図書「岐ir！

県博物館総合案囚」4，000冊の

寄贈を受ける
平成2年4月　特別展「輪中と清水」

7月　特別展「白iiiの自然」

「恐竜足跡化石レプリカ除幕

式グリーンアドベンチャー標

識設置（自然観察のこみち）

岐早県博物館協議会に、「新し
い時代　県民ニーズに対応で

きる博物館の在り新二ついて」

諮問
入館者130万人を突破

10月　特別展「濃飛の仏像」

12月　岐阜県博物館協議会から中間

答申
当′戊1年3月　故国黒博物館案囚標識を設置

4月　特別展「ふるさとの木の文化1

7月　特別展上ふるさとの席乳動物＿1

10月　崖県120年・岐宇鹿児島姉妹

県盟約20同年記念展「鹿児

島－その自然と歴史－1

11月　入館者140力人を突破
、l′成4年3月　岐阜県博物館協議会から「新

しい時代・県民ニースに用心

する博物館の在り方について」

答申
4月　批別塵「1鵬単のあけぼの－交流

する縄文・ii－代人－」

7月　特別展「恐竜士卓上恐竜一謎

とロマンー」

i（用　特別塵「近間こ輝く濃飛の群像」

平成5年3月　入館者は0万人を突破

4月　特別展「上と炎の芸術」

9月　2911大型ほ乳顛足跡化石を美

濃加茂市で発据
10月　特別焼「失われゆ〈植物1

11月　「ハイパーハイビジョン風上

記iイメ一一ンシュミレー－ション

ソフトの完成

当戌6年i月　20日マイ・ミュージアム棟起上式

3月　大ltiIは乳類足跡化石を展小

4月　据別展「川に生きる－水運と

漁労－1

8月　恐竜の菌等荘川村で発見

ー4－

9月　特別展「美濃il蘭の自然」

1（用　入館者160万人を突破

12月　ユタ州訪間（花フユスタ’9㍉蛇

小化石の借用、交流の推進）

平成7年3月　マイ・ミュージアム棟1事の完成

ハイパーハイビジョン風十記

「ひだ・みの紀行」美濃路編ソ
フト完成

4月　特別展「岐阜の淡水魚」

花フェスタ’95にユタ州恐竜化

石を展′」、

7月　マイ・ミューーシアム（マルチメ

ディア情報センター）落成式典

挙行　一役公開

8月　恐竜ゼミナールGIFU’95開催

10月　特別展「美濃・飛騨の古代史発

掘一律令国家の時代－」

人定三両年記念「円空展」（名

古屋市と共催）

県1、第1号として「マルチメテ

ィア工房・ぎふ」開設

11月　円空シンポジウム回I糾こおけ

るiij空」

平成8年5月　入館者170万人を突破

7月　開館20周年記念万　上恐竜のふる

さとユタI

8月　アメリカ合衆ikIユタ州ブリガ，ム

ヤング大半附属地球和実告事物

館と友好提携調印式挙行
10月　飛騨美l農合併120周年記念痕

「岐阜県の明治維新」
ii月　飛騨美濃合併12（周年記念「文

化講演会＿」

講師　作家　阿川弘之氏

作家　間ii∠紺彦氏

平成当年1月　ハイパーハイビジョン煩「上記

iひだ・みの紀行」回ii追納ソ

フト完成

4月　特別展i‾花と鳥のイリュージョ

ン一汗戸のノ半間と芸術－

9月　特別庚i薬草のふるさと伊吹1

11月　入館者180万人を突破

棚橋賞受賞「岐阜県博物館“マ

イ・ミュージアム●’－来るべき世

紀の新しい博物館を1日旨し

て－」財田法人日本博物館協会

表彰
平成10年3月　ハイパーハイビジョン風l記

「ひた・みの紀行」飛騨街道・

郡上萄連綿ソフト完成

アロザウルス骨格標本尿示

4月　ハイ′く一ピジョン凪i記「ひ

だ・みの紀行」完成記念事業●

風十記フォーラムiマルチメテ

ィアで調べる山井了の魅力i

7月　特別展「つのつのかぶとむし1

9月　特別展「能面へのいさない一日

間ii麓から一一」

当成11年7月　特別展「恐竜時代－モンコルと

手取層郡の恐竜たち」
7月　入館者190万人を突破

9月∴特別展「恐売却幸代」入館者4万

人突破
1（川　特別展「水とまつり一一十千代人の

祈り」

1（川　特別陳州1日空康一魂を水に刻

んで－i



〔施設・設備〕

博物館 ��

本館3階 

（ホ＿ル吹抜き肝ゑ婁1 休憩 

人文展示室2　　　　　ラウンジ 

マイ・ミュージアム 　4階 �����7X48�������<�¥ｩ5x麌��ﾒ��������T�俥��gｸｭ�(､ｸ�X�(�X���X��B�

iO　　　　　　　　　　　　　　　　座 マルチ 十「∴ 室 マイ・ミュージアム 3階 ��x788ﾘ6X4(�ｲ�TX麌��稗�

掘整室ハイビジョン 　ホール 　／ 俾�i/r����ｸ爾�ﾘ);����b���b�������������

マイ・ミュージアム 　2階 ��H��.ｨ����gｸｭ��､ｲ�

収鵬 鳴����ｨ���ｸ���C�=2�ｨ������ｭ�e�G�靴(敖�
〃・′素案国　　　　　　　　　　・魔王葛園音漢音臆音容案漢夏夏雲臆臆臆臆 

マイ・ミュージアム �4ｸ�ﾆｩy齏｢�&俘h��*ｲ�

l階 唯�

傘 

EV ��

エント ランス どこル 　サービス 偬I|｢�

ヤード 仍ｦ���ｸ���

揖 
〃1 
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・主要室名及び面積

2　館外施設

（1）自然観察のこみち

館内における“郷土の自然”の展示に対応し自然環境

の中に生きた展示として、季節とともに移り変わる自然

のすがたを観察できるようにしたこみちである。

全長約830mで、途中見晴らし台が3ヶ所、万葉集の

植物の案困、ツツジの群生地、百草園、マンサクの林な

どが設けられている。

なお、樹林の特徴などが学習できるようグリーンアド

ベンチャー常設コースとして、40本の樹木にQ＆Aパネ

ルを設置している

（2）旧徳山村民家

徳山ダム建設計画に伴い、徳山村は開村となり藤橋村

になったが、徳山の生活を後世に語り継ぐため、当時徳

山村戸人在住の官用登雄さんから家屋の提供を受け、昭

和62年10月7日、移築復元を完了したもので、生活用

具なども展示し、無料開放している。
∴∴：∴：遵 　　＿∴、＿＿「 劔 ��

紫蘭 劔��

騒鰯 劔��

∵；宣子∴ ／i蕪 �����6ﾘ�ｸ��ｼ�ﾄH���円ﾘ袵�剋ﾇ整∴三選 ーi〉ノ＋ ∴：∴ ���+8v��f�������(�R��H�慰����侭~ﾘｧI¥(���ｸﾆ�6｢��ｸ�育��x��$��R�
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・様　　式

・千　　村

・建面積

・延面積

・間取　り

・建築年代

・屋　　根

木造かやぶき2階建、南平入V）

ブナ・トチ

120．97m2

197．48m2

下図参照

幕末から明治初年ごろと推定

入母屋、切り落とし窓つき

「＝三種＝旺ユ　　　ー0－ l く i i ！ （ l t l と 兒xｭH�ﾂ��ｸ�?�ｶ9wr���6ﾙn#��ﾈ�ﾂ��ｸ�X�c��i二三三・倍 量醒 

。　　。　　　　．踵 

一再71　　　－　－天井一 

剛，∴1年… 剳ｨ種 書 

l ��

冊酬∴／、、・ 

∴‾∴三言 
田山山下最高「一重 

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」 

▲2膳間取り図



Ⅱ　平成12年度　組織・運営

〔組　織〕

構　　　　　　　　　　　　総務課H総務係 

館　　長　　　　次　　長 乂xﾇﾉYB�人文係 

自然係 

2　職員

平成12年4月現在

職　　名（担当） 氏　　　　名 職名（担　当） 氏　　　　名 職　名（担　当） 氏　　　　名

館　　　　　　　　　長

次長兼総務　課長

〔総務課〕
課長補佐兼総務係長
主　　　　　　　　　査

〔雪雲部〕
学　　芸　　部　　長

課長補佐兼人文係長
課長補佐（歴史）

〟　（考古）

学芸主事（民俗）
主事（美術　上芸）

課長補佐兼自然係長

小　島　紀　美

平　井iT甲子

小　原　眞紀子

遠　藤　俊　治

安　田　呂　治

松　田　千　時

坂　口　浩　之

青　木　靖　浩

岩　佐　伸　一

鹿　野　勘　次

課長補佐（植物）
学芸主事（地学）
主　　　任（動物）

宰芸嘱託員（地学）
マイ・ミュージアム係長

学　　芸　　主　　事

課長補佐兼教育普及係長

（兼）課長補佐
学　芸　嘱　託　員

井　十　好　事

古　田　靖　忘

説　田　健　一一

河　尻　清　和

岩　田　正　雄

熊　崎　康　文

江　口　健冶郎

奥　村　正　彦

鎌　田　嘉　彦

富　田　幸刑部

戸∴壕　幹　男

〔事業計画〕
1展示活動

展　　示　　名 弍ｨ��ｭB�主　な　展　示　内　容 

常　　　　設　　　　展 �,ｩD��自然展示室は「郷士の自然とおいたち」と「郷l二のさまざまな自然」をテーマに岐阜県 
の大地ができたようす、郷土の自然とあらまし、ふるさとの動物・植物・岩石を展′」ふ 

人文展示室は「郷士のあゆみ」と「郷土の民俗と美術⊥芸」をテーマに郷土の原始時代 
から現在に至る歴史的な遺産や伝統的美術丁芸品等を紹介。 

資料紹介展 「はくせいは 滴�繹���8�｢�岐阜県博物館では岐阜県に生息する哺乳類の剥製標本を、希少な種類を除きすべて収蔵 している。これらの資料を多数展示し、剥製となった動物がなぜ命を落としたかを検証 

うんちしない」 塗�譁���?ｨ�｢�することで、野牛動物とのつきあい方を考える。 

夏季特別展 「海を越えた明治」 度����#�m栄ﾘ�｢��������?ｨ�｢�明治時代に日本で制作され、万国博覧会などを適して欧米に輸出された美術i芸品が近 
年里帰りし、人々の高い関心を呼んでいる。ヨーロッパの王侯貴族を魅了した完成度の 
高い明流の焼き物の美を紹介する。 

秋季特別展 「すばらしき東濃の 祷��#8��7倩ｸ�｢�束濃の湿地や恵那1回二目生する柿物の生態や形憩を中心にしてすぼらしい自然の様子を 標本や複製資料などで紹介する。また、最近恵那山で発見された巨大とノキを複製で展 

自然、再発見」 �����#h��&ﾈ�｢�示紹介する。 

特別企画 「いにしえの美濃と ��(�纔�偖ﾈ�｢�設立10周年を迎えた（財）岐阜県文化財保護センターがこれまでに発掘調香・研究した 

美濃と飛騨の代表的な遺跡に関わる資料を展示し　当時の人々の生活やその背景を紹介 
飛騨」 綿���H��?ｨ�｢�する。 

特別陳列 �(��#H���ｸ�｢�中山道を題材にした歌川国男の浮世絵「木曾街道六十九次」を中心に、宿場や街道の様 
えが 「描かれた街道」 �8��3���7��｢�子を描いた絵画資料を通して、中山道の果たした謄史的役割をみなさんとともに考える。 

マイミュージアムギャラリー 侈yj�*ｨ��兢ｸｬx+X,H*ｸ+ﾘ5(8ﾈ4�5h8x98.)�h･Xｧx�,ﾉ�ﾈ惠/�ｯｨｭH/�ﾈ�-�,I5x麌+x.��(�倬�YfﾙUﾈ����｢�
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朋
子
紀
子
埋
千
枝
里

香
利

司
郎
裕
福
夕
麻
紀
麻

川
田
池
場
林
原
橋
佃

古
山
小
木
小
南
高
佐



2　平成12年度の教育普及事業
事　業∴名 弍ｦ白�対i∴　象 �.�R� 

7／30 ��YL｢�130 1：30 130 130 岬ｨﾘIH騫x檍,ﾈ���+Y_8鵫��������������������������������kﾉ�ﾃ�?ｩy饂胃x鬨ﾇﾈ醜�h揵w��ﾉ�h+8/��

8／6 8／20 10／1 侭L｢��YL｢�ﾘ(ｴﾒ���� 

11／／19 ��YL｢�13　0 凉��,ﾈ7�*ｨ�ｨ6�485�485ﾈ4X/�%H.�����������������������������������ｯ)Xﾉ�Xﾔｸ��8�iw�ﾍh鍠+8/��

12／／10 �ｩL｢�13　0 �� 迄,h､8,ﾈ��.x+X����������������������������������������=驂y�YKﾉ=iNh�h及�驂x+8/��

1／14 �ｩL｢�13　0 剪� 

5′／／6 ��140 8 8 8 1：）0 8 130 8 8 8 8 130 1：）0 �6ﾘ���ﾂ�6�42�6�42�6�42�雇n�� �7(984�8�ﾈ��������������������������������������nﾉ+�*Hﾘ�h�i>�ﾆ侭{��+8/��ﾂ�

6／10 ��剪� 

（う／24 7／16 ‾／i） ��劍��3���R�来 

l／〕0 8／5 8／13 ‾／つ’ 儉｢�耳耳自L｢�俾������������b���｢�4892�(i?ｦ����8�｢�.�?｢������」、 ‾‾み‾÷「 

8／26 1／14 ��劍�餉I�x�ﾈ42�1 12＼ 

1／28 2／／18 3／4 ：）／18 儉�ﾜI��u�ｨ決�8�｢���自L｢��YnB�剴��鰾� 

5／5 ��X���30 30 �8ｨ6�/�+X*����

5／／′21 ��X����8ｨ6�,�+R���

8／10 ��X���3　0 �8ｨ6�/�+R���

8／／／2■／1 ��3　0 ��

8／27 �ｨ�YL｢�2　0 ��

9言3 10／／28 �ｩL｢�2　0 ��

親子 �3��S��#�� 

11／／11 2／▲1 ��X�����

・般 � 

（4／16 4／22 �ｩL｢�20 40 30 ��

一一・般 � 剪�

il／／（30 �ｩL｢���

5／7 �ｩL｢�／10 40 20 20 40 40 30 ／10 20 10 40 15 50 40 10 40 40 20 20 ��

5／28 �ｩL｢���

（う／11 6／′18 ‾／－ ��YL｢���

∴； � 倡��2���

／2 7／／8 7／22 侈X�ｨ������b��'ﾈﾝv���h�X��� 

7／ノ′23 �ｩL｢���

7／29 ��X�����

8／12 �ｩL｢���

8／／17 �ｩL｢�JH����決�2���

8／19 8／27 （ノ／．ノ ��ﾉ5��4ﾆ���YL｢���凵P、－iの夕＼＼ 

、）／＿ 9／10 儉｢���ｲ���� 

9／1：） 9／17 儉｢��YL｢���

9／24 ��YL｢���

10／＊ 10／／／14 11／／12 11／12 ／ノウ‾ �ｩL｢���

親子 � 

般 田��C�� 

11／＿0 12／3 ��ｸ自L｢�i／10 40 ��

12／17 俘(ｴﾒ�40 40 20 10 20 �� 

一般 � 

1／（う ��YL｢���

2／25 ����ﾈ,ﾂ� 

3／11 侭L｢��� 

3／25 �ｩL｢��4�485�� � 

′／1／29 5／3 ��ｸ自L｢�自L｢�3　00 �4�8｢�ｻ�*��1 ��

10／29 10／29 11／3 11／5 1／7 ��YL｢�ﾘ(ｴﾒ�自L｢��｢�自L｢�10 130 400 40 300 弍)Xﾈ,ﾂ�ﾙ���,ﾂ��5ｸ7闔ｨ耳8ｲ�1 

べよう 

3　マイミュージアムギャラリーの展示（マイミュージアムギャラリーの展示については出展者の責任で行われます。
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Ⅲ　平成11年度のあゆみ

〔職　員〕

1職員名簿

職　　名（担当） 倩���������kﾂ�職　名　（担　当） 倩���������kﾂ�職名（担　当） 倩���������kﾂ�

館　　　　　　　　　長 �8��:����������〔学芸部〕 �����w�������k��営　　芸　　主　　事 估h��ﾞ���ﾔ���[b�

次長兼総務課長 ��:�ｾ�Wb���迄譎��学　　芸　　部　　長 刮ﾛ長補佐兼教育普及係長 �ﾈ���ｨ��鉅��Tb�

〔総務課〕 刮ﾛ長補佐兼人文係長 �+x��8����(��Eb�（兼）課長補佐 乘���68���8��Tb�

課長補佐兼総務係長 刮ﾛ長補佐（歴史） 傴ﾈ��68���x��鰾�学芸嘱託員 　ノン 儻���68��ﾔｹ69��

主　　　　　　　　　査 傅ﾈ��'(��uH��ｴ��〟　（考古） 俥(��ﾏｸ��ﾕ���Eb�侘ｸ��,ｸ��ｫ(��&｢�

l　任 　〟 l　事 俘(ｻH諸�ﾂ�m�8�����揵}�uｸﾘ�yﾒ�（兼）学芸主事（民俗） 主事（美稿工芸） 課長補佐兼自然係長 ��)m頴Xﾕ��ｮ(ﾛ)�R��nﾈｪ磯��

業務嘱託員 ／′ ∴ ∴ ／′ ∴ �')�ｨ.�-ﾒ��?ｨﾋIh9y育��ﾘ(ｻHｴ倡ﾒ�ﾛ)Hﾉh9z"�揵8xｴ儖ﾂ�[ﾘ皐ﾕﾙz(���課長補佐（柄物） ノ羊芸主事（地宰） 主任（動物） 学芸嘱託員（地学） マイ・ミュージアム係長 課長補佐 �H�8ﾔH饕���:���Eb���68ﾉ(爾�憖�ｹ�I�����69�9u���8鯖�9Oﾂ�

2　異動

転出　　課長補佐兼総務係長　　岩　田　千恵子　　転入　　館　　　　　　　　長

課長補佐兼総務係長

課長補佐兼普及係長

（兼）課長補佐

（兼）学芸主事

課長補佐兼普及係長　　今　津　利　治

（兼）課長補佐　　曽　我　孝　司

（兼）課長補佐　　小　倉　裕　久

主　　　　　　　　事　　永　田　　呂

在職期間（年度） 倩�����������kﾂ�

7 迄諸��c)D���諸��c9D��森　　崎　　利　　光 

8 兌ﾙ�ﾈﾋ9D闔ｩ[ﾙ�ﾃ)D��伊　　藤　　秀　　幸 

9 兌ﾙ�ﾃ9D���[ﾙ�ﾃID��篠　　田　　幸　　男 

10 兌ﾙ�ﾃYD���[ﾙ�ﾃiD��横　　同　　勢津男 

11 兌ﾙ�ﾃyD�-i[ﾙ�ﾃ吋��清　　水　　虞　　美 

12 兌ﾙ�ﾃ僖闔ｩ[ﾙ�ﾃ��D��島　　田　　　晃 

13 兌ﾙ�ﾃ��D����遠　　藤　　祐　　神 
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3　歴代館長名簿

在職期間（年度） 倩�����������kﾂ�

1 傴ｩ��S�D��小　　幡　　忠　　良 

2 傴ｩ��S)D���諸��SID��松　　尾　　克　　美 

3 傴ｩ��SYD���諸��SiD��大　　橋　　桃之輔 

4 傴ｩ��SyD闔ｨ諸��S吋��吉　　本　　幹　　彦 

5 傴ｩ��S僖��関　　谷　　美智男 

6 傴ｩ��c�D���諸��c�D��墳　　田　　照　　夫 
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〔日誌抄〕
平成11年度
4．1「岐阜県博物館報」第22号発行

I　人事異動に伴う辞令交付
4　マイミュージアムギヤデ）－「さし絵の世

界」（～5月5日）

17　資料紹介展「井波コレタンゴ／とスミレの

世界」（－5月23日）
たのしい博物館「観察のこみちを歩こうl」

第1回博物館サポーター研修
自然観察会「ワナをしかけて虫をつかまえ
よう1」

岐阜県博物館友の会総会

しい博物館「火起こし器を作ろう」
り行事「響け！和太鼓」
しい博物館「春の植物の絵を描こう」

岐阜県博物館協会通常総会
マイミューンアムギャラリー「ハートカービ

ングの魅力」（「6月20日）

16　自然観察会「ワナをしかけて虫をつかまえ
よう2」

22　たのしい博物館「親子ハートカービング教

室l」
23　たのしい博物館「親子ハードカービング教

室2」
25　イコム日本委員会総会（於：東京）
30　博物館講座「ハイビジョン番組を作ってみ

よう1」

30　友の会探訪の旅（÷6月1日）
6．5　ふるさとの文化財紹介展「飛騨地区」（－7

月4日）
6　博物館講座「自分史を書いてみよう1」
12　たのしい博物館「観察のこみちを歩こうlJ

12　博物館講座「ハイビンヨン番組を作ってみ
よう2」

13　博物館講座「飛騨の文化財」
16　岐阜県恐竜化石学術調査団会議
20　自然観察会「ツナをしかナて虫をつかまえ

よう3」

26　第2回博物館サポーター研修
27　マイミュージアムキャラi）－口幅墨跡展」

（－8月1日）

27　博物館講座「飛騨に暮らした人々」
28　日本博物館協会評議員会（於：東京）
29　全国博物館館長会議（於：東京）
30　全国科学博物館協議会総会（於∴東京）

7．3　恐竜実物全身骨格組立風景公開（「4日）
4　たのしい博物館「竹能を作ろう」

7　8～9　東海地区博物館連絡協議会、日本博物

館協会東海支部理事会・総会（於．甲舶用
10　博物館講座「ハイビジョン番組を作ってみ

よう31

10　たのしい博物館「クイスで探検」

11∴たのしい博物館「陶芸教室　茶碗」
15　特別展「恐竜時代」（～9月15）

18　自然観察会「ワナをしかけて虫をつかまえ
よう4」

18　特別展講演会「モンゴル恐竜最前線」
22　たのしい博物館「化石をつくちうl」
22　入館者190万人を突破

24　たのしい博物館「楽しいインターネノト」
一夕イスなどなど～

28　岐宇県博物館協議会
28－29　たのしい博物館「恐竜ナイトツアー1」

8．5　自然観察会「化石をさがそう1」
7　たのしい博物館「観察のこみちを歩こう3」
8　マイミュージアムギャラリーIクラシカルコ

レクション」（へ9月19日）

14－15たのしい博物館「恐竜ナイトツアー2」

15　自然観察会「ワナをしかナて虫をつかまえ
よう5」

15　特別展講演会「手取層群とアジアの恐竜」

愛知県東浦町））
30　第43回岐阜県児童生徒科学性帰一展中央尿

（－11月3日）

31たのしい博物館「森の造形教室」
113　特別行事「白年公園・博物館を写生しよう」

7　特別展講演会「水と古代王権」
1（トIl　三県博物館交流研修（於：斎宮歴史十専

物館）
天皇在位10年記念無料開放
特別行事「岐阜の化石ゼミナール1」
特別行事「岐阜の化石ゼミナール2」
マイミュージアムギャラリー「光と水の美」

仁一12月19日）

15へ16　全国博物館大会（於：福岡市）
17　マイミューンアムギャラリー企画運営委員

会

岐阜県森林謀主催「岐阜県森林文化大学」
博物館講座「岐阜県の祭祀遺跡」
たのしい博物館「マルチメディアで調べる

岐阜の魅力i
21たのしい博物館「マルチメディアで探検I12．6　たのしい博物館「やっこ凧をつくろう」

恐竜の世界」　　　　　　　　　　　　　　　II　写真展「自然の中の不思議を知るへ第20回
24　博物館講座「ハイビジョン番組を作ってみ　　　　　SSP尿」ト1月9日）

よう4」

26　だのしい博物館「化石をつくろう2」

28　博物館講座「自分史を書いてみよう2」
28　特別展「恐竜時代」入館者3万人を突破

9　3　穂積小4年TV会議システム実施

5　自然観察会「化石をさがそう2」
11たのしい博物館「化有をつくろう3」
ll　第3回サポーター研修

15　たのしい博物館「インターネノトで広がる

趣味の世界」
15　特別展「恐竜時代」入館者4万人を突破
19　自然観察会「ワナをしかけて虫をつかまえ

よう5」

23　博物館講座「自分史を葺いてみよう3」
26　マイミュージアムギャラリー「書画・占陶

の美」（－11月3日）

26　たのしい博物館「クイズで探検」

10．3　自然観察会ITブナをしかけて虫をつかまえ

よう7」

5　特別展「水とまつり」仁一11月23m

9　たのしい博物館「観察のこみちを歩こう／ま」

9　たのしい博物館「マルチメディアで再現I

考古の世界」
10　たのしい博物館「徳山のくらしを体験しよ

う1

22　特別陳列「門空痕」（－11月14il）

23　第14回国民文化祭ぎふ／99協賛開館（～
11月3日）

23　岐阜県森林謀主催「岐阜県森林文化大学」
24　特別展講演会「水辺の祭I剛
28－29　東海二県博物館協会交流研修会（於：

しい博物館「観察のこみちを歩こう5」
山博物館サポーター研修

博物館「わら細工へi十月の飾りを
つくろう」

1．5　マイミ1－ジアムキャブ）－「楽しい世界

の蛮料紹介展へ南米編」ト2月6日）
6　たのしい博物館「観察のこみちを歩こう6」

7　特別有事「し草がゆを食べよう」

9　博物館講座「写真教室」
22　博物館講座同一ムページ制作講座l」
23　マイミュー－ンアムギャラリ十廿蛙者による

講演会
30　自然観察会「五年公園のハートウすノナン

ク」

2．5　博物館講座「ホームペ一一ジ間乍講座2」

6　たのしい博物館「昔のくらしを体験しよう」

12　マイミュージアムギャラリー「Ili頭火の世

界」（－3月20「1）

16　（財）県文化財保護センター山上遺物速報

展iいにしえの美濃と飛騨」ト3月51」）
20　記念講演会「鏡にみる美濃の古墳時代」
26　博物館講座「ホームページ制作講座3」
26　第5山博物館サボ一夕十研修

3．5　博物館講座「マルチメディアとインターネ

ットの現状」

11だのしい博物館「観察のこみちを歩こう71

15　菜剛史蔵資料紹介巌（－3月291日

19　中濃養護学校主催「カイアドラム演奏会」
26　たのしい博物館「クイスで探検I博物館」
27　特別展「恐蘭車代」に対して「信頼誇賞」

を受賞

〔博物館協議会〕
当協議会は、博物館の運営に関し、館長の諮問に応じ、また意見を述べる機関として、岐阜県博物館条例（昭和51年）第2

条及び第3条の規定に基づいて設置され、委員は次のとおりである。

氏　　　　名 仂���k����h������������������������������������ﾋｸ���X��kﾂ�

白　　井　　　進 亊h�9zy��&ﾘ抦ｧxﾕｨ������������������ｯ)Xﾈﾊx抦鬨ﾕｩ+x橙�

小　　潮　　洋　　書 ��X･�x��%ｨｯｩ�Xｧx�������������������X･�x��%ｨｯｩ�Xｧx琩+r�

片　　桐　　武　　司 乂xﾕｩd��ﾈｯ)Xﾉ�IOﾈｧx����������������ｯ)Xﾈﾊx鍼zy(hｧxﾘ"��9乂xﾕｨｺh檍檠+r�

勝　　山　　樹　　由 亊h�9zx抦ｾ�69(hｧxﾕｨ��������弍)Xﾈﾊy(h琪ﾕｩ+x橙�

○坂　　倉　　又　　吉 ��y�8ｶX�乘H�ｨ���������������������y�8ｶX�乘H�ｨ靖�｢�冩�檠+r�

篠　　田　　　薫 �*�*�.)�h自v9'H���孝枝法人　篠田字 ����*�*�.)�h自v8勘����+r�

嶋　　崎　　藤　　雄 弍)Xﾈ�9_ｸﾊxﾏij���岐阜県公民館連合 ���+r�

武　　中　　萩　　司 弍))xﾊyzx��Eｸﾘ)9乂xﾕ｢�岐阜県高等学校長 仄h橙�

◎土　　屋　　　斉 ��乘H�ｩ�X･�Izxｾ(ﾗ2�（株）大垣共立銀行取締役名誉会長 

福　　田　　莞　　爾 弍)XﾈﾊyH饂渥冲h,ﾈ檍����������������ｯ)XﾈﾊyH饂渥冲h,ﾈ檍檠+r�

溝　　脇　　昭　　人 冖ﾈﾌ8夊6X8ﾈ7)_ｩ�x�乘H�ｨｯ)Xﾈ辷ｼx����kﾈﾌ8夊6X8ﾈ7)_ｩ�x�乘H�ｩ_�;兀B�

和　　田　　吉　　弘 �(iYH���%ｨｯｩ�Xｧx������������������(iYH���%ｨｯｩ�XｧyYｸｧy+r�

◎会長　○会長代理

任期は平成10年6月2！ロー平成12年6月20日

（平成12年3月31現在　五十音別）

〈開催状況〉

月　日　平成11年7月28日

場所岐阜県博物館　講　堂

議事・博物館の運営について　－教育課程の改訂に伴い新設された「総合的学習の時制に対する博物館の役割
・その他
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〔実施事業の概要〕

平成11年度は資料紹介展「井波コレクションとスミ

レの世界」で明けた。次に特別陳列「ふるさとの文化財

紹介展」を行った。平成6年度に始まったこの企画も、

今回の飛騨地区で県内を一巡した。

夏季特別展「恐竜時代～モンゴルと手取層群の恐竜た

ち～」は、開館以来はじめての中日新聞社との共催事業

となった。積極的なPR活動をすすめたこともあり、本

館特別展として記録的な入館者数を達成した。

秋季特別展「水とまつり～古代人の祈り～」は、水辺

の祭祀を中心に、考古分野の最新の成果を貴重な資料を

用いて展示した。展示には県内高校からの協力を得た。

岐南工業高校に銅鏡、加茂農林高校に各種木製品、多

治見工業高校に土師器、須恵器の復元資料を製作しても

らい、触察資料として展示した。

本館は、ベルギー王国アントワープ市民族学博物館が

行った円空展では、県内資料の借用や現地での展示指導

を行うなどの協力を行った。円空資料の帰国後、本県か

ら出展した資料を中心に、特別陳列「円空展一塊を木に

刻んでへ」を行った。NHKの新日曜美術館でも紹介さ

れ大きな反響を呼んだ。この他「第20回SSP写真展」

も行った。

1　調査研究活動

人文関係では、明治期の焼き物、特に海を渡った焼き

物の研究をすすめた。中山道をテーマにした資料につい

ても研究をすすめた。

自然関係では、束濃を中心とした植物について調査

し、資料の収集に努めた。関連してヘリコプターによる

調査も2回実施した。また、恐竜化石学術調査団の県

困手取層群の調香を行った。

2　展示活動

下の表に示すように、特別展2回、資料紹介展2回、

特別陳列2回、更に（財）岐阜県文化財保護センター

主催の出土遺物速報展を開催した。この特別展を第14

回国民文化祭の応援事業に位置づけた。この他マイミュ
ージアムギャラリーの展示を8回行った。

3　資料収集活動

人文関係では、街道をテーマに浮世絵や古地図を集め

た。文化庁から接収刀の寄贈を受けた。また、県民の方

から民具や農機具などの寄贈も多かった。「関ケ原合戦

絵巻」や在州の「鶴凶」屏風などを購入した。

自然関係では、県内動植物の採集、寄贈を受けた。な

かでも、鳥類収集家、柳原要二氏から鳥類剥製1，342点

の寄贈もあった。翼竜の骨格標本や恐竜の大腿骨化石な

どを購入した。

4　教育普及活動

「たのしい博物館」等年間67回の講座、観察会等を

実施した。「ワナをしかけて虫をつかまえよう」や「観察

のこみちをあるこう」など館周辺の環境を生かした催し

も増えた。新しいものとして、こども達を館帥こ宿泊さ

せる恐竜ナイトツアーの実施、TV会議システム利用の

学校との遠隔授業の試みなども行われた。

7月に開館以来の入館者総数が190万人を突破した。

なお、本年度入館者は、昨年度を19，185人上回る84，833

人であった。

展　　　示　　　名 弍ｨ������ｭB�展　　　示　　　内　　　容 �?ﾈｭ倆)�B�

常設展 僖�������ｭB�人文展示室2を中心に、能面、刀剣、陶器等のコーナーの展示替えをした。 ��

資料紹介展 滴���x�ﾃX��#2�東海地方の植物を詳細に調査研究している植物学者井波一雄氏の寄贈による、 嶋�3田b�
「井波コレクションとス 剿�3千点の貴重な植物標本の中から、スミレを中心に128点、他に植物精凶、 
ミレの世界」 刄激vリカなどを展示した。 

特別陳列 「ふるさとの文化財紹介 廣一飛騨地区へ」 塗�綛�ﾃx�紕�県内の文化財をシリーズで紹介する企画展の6年日（最終回）である。サブ 滴�3�sr�
タイトルを「江戸時代の飛騨」と名付け、飛騨地区201囲］苗の特色ある文化 
財を5つのコーナーに分けて、よりすぐりの歴史資料や美術工芸品約40点で 
紹介した。 

特別展 「恐竜時代」～モンゴル と手取層群の恐竜たち一一、－／ 度���h-h�ﾃ����R�県i小二分布する手取層群は、現在のモンゴルや中国と同じ大陸の縁辺部に堆 鼎��3sSR�
積した地層であり、モンゴルと手取層群の恐竜は深い関係がある。今回はモ 
ンゴルの実物恐竜全身骨格と手取層群で見つかった恐竜やさまざまな化石な 
どを展示した。 

特別展 「水とまつり」一古代人 の祈り－ ����綛�ﾃ����#2�水辺の祭祀の遺跡を中高こ、岐阜県をはじめ東海地方、近畿地方各地で，11上 ��h�C#C��
したさまざまなまつりの道具を展示し、弥生時代の水に対する信仰の前方か 
ら奈良一平安時代のまつりの変容まで　水に関わる古代人の信仰の様子を纏 
介した。 

特別陳列 又���#(�������B�本年5月から8月にがナて、ベルギー王国アントワープ向く族学博物館で行 ����3�32�

「円　空　展」 凾墲黷ｽ「円空展」を記念して、県内所蔵者からベルギーへ貸し出した円空作 
～魂を木に刻んで－ 剳i24点を中心に県内の円空作品を約50点展示した。 

写真展 売曝����"�第2（刷SSP屈　伸本自然科営写真協会写真展）を行い、動植物、天文、気象、 儘ピ#��
「自然の中の不思議を知る」 ��(��������纈�地彬、風景、顕微鏡写真など117点を展′Jこした。 

発掘速報展「いにしえの 買�(����"�（財）岐阜県文化財保護センターが平成10年度に発掘調査・研究した、美濃 �(�CC3��

美濃と飛騨」 �(���h�ﾃ8�絣�と飛騨の遺跡からの山上遺物を展示し、当時の人々の生活や背景を紹介した。） 

マイミュージアムギャラリー 売��さし絵の世界　　（4／4－5／5）バード柚子ン年の魅力（〃iト6／20） ′す亘iRヨ ��4／4H12 へ＼3／20 ��9�ﾈ唔*冓)5x����������h��#x�ﾃ����4�8�5h4ｨ8ｸ5(8ﾈ4�5h8x98�嶋�繹��������｢�

書画・古陶の美　　（9／26－11／3）光と水の美　　　（11／14－12／19） 

菓しい世界の資料紹介（1／5－2／6）山頭火のijL界　　（2／12－3／20） 
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夏季特別展

恐　竜　時　代

－モンゴルと手取層群の恐竜たち－

（開催期間）

平成11年7月16日（金）～9月15日（祝・水）

（趣旨）

地球上に恐竜が栄えていた中生代は恐竜時代とも呼ば

れている。岐阜県には中生代に堆積した手取層群と呼ば

れる地層が分布し、平成元年に白川村で恐竜足跡化石が

発見されてから、岐阜県博物館でも継続的に手取層群の

地層と化石について調査してきた。この中生代は日本海

が形成される前の時代であり、手取層群は現在のモンゴ

ルや中国と同じ大陸の縁辺部に堆積した地層である。こ

のことから、手取層群の恐竜はモンゴルなどアジア大陸

の恐竜と深い関係があったと考えられている。

本特別展では、モンゴルの実物恐竜全身骨格と手取層

醇で発見された恐竜をはじめとする様々な化石や岩石か

らわかる恐竜時代の様子を紹介した。

（展示内容）

①恐竜発掘最前線　モンゴルの恐竜たち

恐竜格闘化石、ヨロイ竜、ダチョウ恐竜など本物の化

石だけで組み立てた恐竜全身骨格10体ほか（モンゴル科

学アカデミー所蔵）を展示。
／鰯 ����x�����i鱒繋藷i畿饗懸鸞 

、両軸日蝕十享 ��

∴∴∴．「． ��������h���

∴∴器． 　∴∴∴ ����������b�ｼ�ﾇ�耳ｶ9fY�逢ｩ:ﾈｮ員"�

、孤　‾饗翳饗灘懇繕鰯 
∴：∴ 凵F∴∴一　子∴∴　∴∴．∴ 

∴∴ 綴喜； ��X���X�������：・∴∴ ∴∴． 

②手取層群と岐阜の恐竜時代

岐阜県・福井県・石川県・富山県にまたがる手取層群

から発見された恐竜時代の化石を展示。

③岐阜県の恐竜化石調査

岐阜県に分布する手取層群に関する調査・研究の成果

を展示。

④恐竜と遊ぼう

恐竜全身骨格レプl）カを展示し、恐竜と一緒に写真を

撮るコーナーや実物恐竜化石や恐竜時代の化石・岩石に

触るコーナーを設置。
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⑤特別展ができるまで

恐竜全身骨格の組立風景をビデオと写真で紹介。岐阜

県恐竜化石学術調査団の調香風景と調査用具を展示。

（関連事業）
・特別展講演会「モンゴル恐竜最前線」7月18日（＝）

講師：モンゴル科学アカデミー古生物字センター所長
l）ンチェン・パルスボルドi専士

・特別展講演会「手取層群とアジアの恐竜」

8月15日（日）

講師：福井県立博物館総括学芸員　　東　洋一博士
・たのしい博物館　化石をつくろう　自［I実施

7月22日（木）・8月26口（木）・9月11日（土）

・たのしい博物館　恐竜ナイトツアー　2回実施

7月28日（水）～29H（木）・8月14日（上）へ15

日（口）

・たのしい博物館　マルチメディアで探検！悪童の世界

8月21日（上）

・自然観察会　化石をさがそう　2回実施

8月5日（木）・9月5日（Ll）

／÷i �� 吶ﾈ 凵�黶^六　∴ ��譏��� 

∴∴ � 剪� 

iそi ������ｨ�ｨ�ｸ�ﾂ����ﾂ�gﾉ:ﾂ��ｸ������ｼ������ﾂ� 儂X����� �� ��

遵 ����仗hﾜ������2�÷：「∴：「∴ 凵�� ��∵：∴ 

勝治驚繍＿＿． 劔「∴ 

：∴∴亙n 烏ノ ∴∴∠ブ � ��i務閏臨 書 

（その他）

中日新聞との共催により、多数の新聞広告・関連記

事・連載記事を中日新聞に擢載した他、高速道路サービ

スエリア・パーキングエリアへのポスター塙示、中日新

聞・地元企業・博物館友の会の協力による折り込みチラ

シの配布など、従来になく積極的な広報活動を行った。



平成11年度秋季特別展

1　展示会名称

「水とまつり　～古代人の祈り－」

2　開催期間

平成11年10月5日（火）～11月23日（視）

3　趣旨

水は人間の生活に欠かせないものであるだけでなく、

古代人にとっては神聖を存在であり、精神的な面でも大

切な役割をもっていた。記紀や風土記の説話からは、井

泉や河Iiiの神をまつったり、水を用いてまつりや儀礼を

行った首長や地域の人びとの姿がうかがわれる。また近

年、水辺の禁制こ関する遺跡の調査研究が各地で進めら

れており、水にかかわる古代のまつりのようすは考古学

の面からも解明されつつある。

本展覧会では、古墳時代を中心に県囚外の関連遺跡か

らの出土品を展示することにより、古代における水にか

かわるまつりの発達や変容を探るとともに、古代人の思

いや願いに触れることを目的とした。

i綴轡轍1－ 剳ﾍ �����������h���h������X���-Hｭ8���X耳�X耳�X�X�2� 

轡 　　幾 劔§ 

二〇臆菓回－記 ∴●聯郵〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇∴ 劔 

躍謹塾壁 　　書表音菖 刹ﾀ　韻綴麟綴瀧鰯繊 ��
S／i紺臨 劔 ��一二一一目 ���� 劍������������NR�

復元資料の展示風景

4　展示内容

本展では、5つのコーナーに分け、水辺のまつりの展

開を時代を追って紹介し、各遺跡やまつりの道具の特徴

を比較して観察できるように構成した。

（1）水に対する信仰の萌芽

弥生時代には、稲作の普及とともに集落の水源として

井戸が発達し、小銅鐸などを用いた井戸のまつりが行わ

れた。また、弥生後期の絵画土器には、竜や渦巻など水

にかかわる意匠が見られた。

＜おもな展示品＞

小銅鐸（岡山県下市瀬遺跡）落合町教育委員会蔵

（2）井泉・水分のまつりと導水施設

古墳時代には、地域の水源となる井泉や水分の地にま

つりの場が設けられ、土器や玉、石製模造品、木製品な
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どさまざまな道具を用いてまつりが行われた。水源のま

つりには首長がかかわっており、関市の砂行遺跡でも、

首長墓に近接して湧水のまつりの跡が発見されている。

＜おもな展示品＞

初期須恵器出違壷（三重県六大A遺跡）

三重県埋蔵文化財センター蔵

（3）川辺のまつり

人形・動物形土製晶（静岡県神明原・元宮川遺跡）

静岡県埋蔵文化財調香研究所蔵

古墳時代には、集落の近くを流れる河川のほとりでも

まつりが行われた。中には土器などの遺物が据え置かれ

た状憩のまま発見される例もある。水難、水害の防止や

集落の境界祭祀としての性格が考えられる。

＜おもな展示品＞

河岸祭耐遺構出土一括遺物（滋賀県斗西遺跡）

能登Iii町教育委員会蔵

（4）まつりの変容一律令時代以降の祭祀一

律令国家の時代には、漠袖のまつりなど中国の影響に

よる道教的信仰が見られるようになった。罪や積れ、疫

病を除くために行われた祓いの儀礼には人形・上馬など

の祭祀具が用いられ、河川や溝へ流された。

＜おもな展示品＞

墨書人面土器（京都府長岡京跡）向日占教育委員会蔵

（5）まつりの道具のいろいろ

弥生後期の線刻人面土器や奈良へ辛安時代の墨書人

面上器をまつり・まじないの顔として紹介したほか、岐

阜県内で出土した各種の祭肥遣物を紹介した。また、高

等半枚の協力で製作した復元資料を触祭展示した。

＜関連事業＞
・10月24日（日）　特別展講演会・文化講演会

「水辺の祭祀」

三重大栄名誉教授　　　　　　人質　昔氏

・11月7日（日）　特別展講演会

「水と古代王権」

同志社大字歴史資料館掌芸員　辰巳和弘氏
・11月21日（口）　博物館講座

本館学芸員 坂口浩之



〔資料紹介展〕

井波コレクションとスミレの世界

平成11年4月17日（土）－5月23日（日）

東海地方をくまなく歩き回り、そこに自生する植物を

知り尽くしている植物学者、井波一雄氏。その井波氏が

本館に寄贈された数々の貰重な標本を植物縮図とともに

紹介した。

中でも井波氏は、特にスミレに愛着をもち、スミレ図譜

も執筆してみえる。そこで、井波氏の標本や植物精図を

もとに、主に県内に自生するスミレをレプl）力（複製）

で紹介した。

展示構成は大きくは次の3つになっている。

（D井波氏が追い求めたスミレたち

②植物楽者、井波氏の業績と発見

（D井波植物コレクションの世界

鶏　繊離　陸額国書は園田園田 　　∴：「．∴∴∴∴：∴∴∴ 

iミil湊i 劔 ��h�h�������

∴一∴　∴∴∴　一　　∴∴∴ 

∴∴ 剪�／一業鸞績 

綴 � ��

圃激 � ��钁��Xﾘ(���

シハイスミレ　VioIa vioIace

①井波氏が追い求めたスミレたち

本県はスミレ王国といえるほどスミレの種類が多く、

現在、岐阜県で45種類ほどのスミレの自生が確認されて

いる。井波氏は、本館に24種、78点ものスミレ標本を

寄贈された。まな井波氏は、「日本スミレ図譜」（六月

祉）を執筆し、各スミレの各部位を細かく分けて植物精

図を丹念に描いてみえる。

「井波氏が追い求めたスミレたち」の展示風景

②植物楽音、井波氏の業績と発見

井波氏は、少年時代より植物に興味をもち、山野を教

科書として独学で勉強された。卓越した植物鑑識眼をも

ち、タキミチヤルメルソウ、ミノシライトソウ、キクヤ
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マオウレン等の新種を発見してみえる。また、書かれた

植物論文の数は実に150編にもなる。

「植物楽音、井波氏の業績と発見」の展示風景

③井波植物コレクションの世界

井波氏の標本は、すぐ身の回りで見られる植物から今

ではあまり確認できない柿物（キビ　ホタルカズラ等）

まで実に多様である。本県各地をすみからすみまで歩き

回り採集された井波氏の汗と泥にまみれたような標本、

自然状態に近い植物精図の一部を紹介した。

「井波植物コレクションの世界」の展示風景
＜関連事業＞

自然観察会

「観察のこみちを歩こうl」

4月18日（日）10：00－

特別行事
「グ）－ンアドベンチャー」

4月29日（木・視）10・00へ、13・30へ2回

たのしい博物館

「春の植物の絵を描こう」

5月9日（口）10・00－

掌理∴窺鉦∴葦鰯藍 ∴∴∴∴「： ����
三二‾，青‾ 

羅霊国華 ��hｽ���h���詑盤 
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／／詰誓議 
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中央部分の展示風景



特別陳列　ふるさとの文化財紹介展　一飛騨地区一

江戸時代の飛騨

1展覧会名称

「特別陳列　ふるさとの文化財紹介展一飛騨地区一

江戸時代の飛騨」

2　開催期間

平成11年6月5日（土）～7月4日（日）

3　概要

日本の真ん中に位置する美濃と飛騨というそれぞれに

特徴のある地域から成り立っている岐阜県には豊かな自

然と多様な文化が育まれてきた。このような地に伝わる

貴重な文化遺産をより広く知ってもらうために、当館で

は平成6年度から「ふるさとの文化財紹介展」を開催

し、本年は岐阜県の北部を占める飛騨地区20市町村を

対象とした。

本展覧会では江戸時代に焦点を当て、その時代の飛騨

の諸相の一端を示した。それらは、雪国ならではの民具

や祭の道具であったり、険しい山々を切り開き道を作っ

た先人の苦労を偲ばせる絵画など多様な範囲にわたっ

た。本展の開催により、より一層郷土の文化に関心を寄

せて、文化財に対する理解を深めてもらうことを願いた

い。

4　展示内容

①　祈りとまつり

木地屋仏や円空仏など木の国ならではの素朴な仏像や

厳しい環境にあって平安を願って奉納された絵馬、飛騨

の匠に代表される高度な技術を駆使した狛犬や神像など

飛騨の人々 らわす作品を展示した。

木地屋仏　（清見村・弘誓寺蔵）
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②　行き交う人々

険しい山々に囲まれた飛騨地域は古来より交通の難所

が多くあった。江戸時代には人々の交流が盛んになりそ

れらを改善しようとする動きが盛んになった。このコー

ナーではそれらを含む江戸時代の飛騨の交通事情を物語

る作品や加藤素毛に関する作品を展示した。

＜主な展示品＞
・二木俊恭　　河内道改修絵巻

・田中大秀　　長淀新橋記

・大森旭亭　　越中東街道絵巻

③　学問と芸術の世界

高山を中心とする飛騨地域には文化の中心地である京

都と江戸の双方から質の高い文化が流れ込んできた。そ

れらに係わる作品を展示した。

＜主な展示品＞
・狩野安信　　位山・細江図

・大森旭亭　　松上の鷹図（神岡町・洞業苦蔵）

・南裔楚雄　　墨跡

④　いやしの湯

飛騨には温泉がたくさんあり、中でも下呂と平湯の温

泉は江戸時代から人々に親しまれてきた。当コーナーで

はそれらに関する資料を展示した。

＜主な展示品＞
・田中大秀、赤田臥牛　　平湯記

・湯番の下げ札（下呂町・下呂温泉株式会社）

絵馬（下呂町・温泉寺蔵）

⑤　住まいとくらし

冬の寒さが厳しい飛騨では暮らしの中にさまざまな知

恵が活かされていた。また、山々に囲まれた地での重要

な生活の糧となった和紙製作など、飛騨びとの暮らしを

ものがたる資料を展示した。

＜主な展示品＞
・罵体図

・宮川及び周辺地域の積雪期用具（宮川村蔵）

・合掌造り葺き替え道具類



ベルギー王国アントワープ市民族学博物館出展記念

円空展　一塊を木に刻んで－

1　展覧会名称

「ベルギー王国アントワープ市民族学博物館出展記

念　円空展　一魂を木に刻んで－」

2　開催期間

平成11年10月22日（金）～11月14日（日）

3　概要

江戸時代初期の寛永9年（1632）美濃に生まれた円

空は、若くして出家し広く旅をしながら作仏を続け、

人々の平安を祈り続けた宗教家である。彼の残した仏像

は「円空さん」として今もなお県内の各地で篤い信仰と

共に生きている。今年の5月から8月にかけて、円空

によって魂を刻み込まれた仏像たちが、ベルギーのアン

トワープ市民族学博物館において開催された「円空廣
一17世紀の日本から時代を超えて－」へ出展されるため

に大挙して海を渡った。その展覧会にはヨーロッパはも

とよりアメl）カや南米諸国からの観覧者が訪れ、多くの

人に感銘を与えたという。

本展覧会では世界的な評価を得た円空仏を彼の生誕地

である岐阜を中心に広く全国の人々にも公開し、その真

価を認識してもらうように努めた。

岐阜県内の所蔵家からベルギーへ出品された円空仏は

もとより、それ以外にも岐阜県内に所在する優れた円空

仏をも併せて展示することにより円空に対する理解をよ

り深めてもらうことに努めた。

∴ ���&依���b�凛�����Ib�ﾊb�
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ベルギー・アントワープ市民族学博物館前景
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4　展示構成

①世界へ紹介された円空仏

アントワープ市民族学博物館へ出品された岐阜県†相こ

所在する円空仏を展示した。当県内からは円空の初期作

品から円空の作風が確立する晩年の仏像までさまざまな

種類や形態の円空仏が出品された。

このコーナーの展示に当たっては、アントワープ市民

族学博物館で実際に製作・使用されたキャプションやパ

ネル類を借用して展示に加え、ベルギーでの展示の一端

を再現をするように試みた。

＜主な展示品＞
・迦楼羅像（萩原町・久津八幡雷蔵）

・釈迦如来像（関市・天徳寺蔵）

・地蔵菩薩像（美濃市・慧照院蔵）

稲荷神像（金山町・権現社蔵）

②　円空のふるさと岐阜

円空が生まれ、亡くなった美濃やたびたび訪れた飛騨

には歴史的にも芸術的にも貴重な優れた円空仏が残って

いる。それらの中から今まであまり公開されることのな

かった個人所蔵作品を中心に展示した。

＜主な展示品＞
・弁財天像

・烏帽子観音像

・厨子入り観音像

（①　異国へ渡った円空さん

海外での初の大規模な円空展となったアントワープで

の展覧会の模様をさまざまなパネルやカタログ、絵はが

きなどを中心に紹介した。あわせてアントワープ両民族

学博物館の概要を示すパンフレット類も展示し、来館者

に理解を深めてもらうことに努めた。



［写真展］

自然の中の不思議を知る～第20回SSP廣一
平成11年12月11円（土）～平成12年1月9日（日）

S SP展は、H本自然科学写真協会の会員の作品を紹介する写真展であ

る。今年度は、東京、大阪、福岡、新潟、愛媛、岐阜と巡回した。プロとし

て活躍する写真家の作品を含め、動植物、水中、気象、地形、風景、顕微鏡

写異なと117点を展示した。

（1）第20国展記念　SSPの創生期
・カタツムリ誕生　佐々木島

・マンタ　レイ　舘石昭

・トキ（佐渡島）　岩合徳光

・ショウジンカニ　メガロパ幼生　竹村病夫

・ミジンコの誕生　渡辺庸子

・冬芽　サワグルミ　雷蔵忠夫

・シャコの顔　磯貝高弘

・夕焼け　鈴木正一一郎

・雨ふy）ヒヤデス　林完次

・カワマス産卵　桜井淳史

・淡水コケムシ休芽の発芽　織田秀美

・イソニアジドメタンスルホン酸ナトリウム　秋山実

・水滴とラップフィルム　前田幸生

・タケニケサの果実　高橋新一

・頚動脈撮影像　高城泰彦

・ヒゲコメッキの飛行　栗林慧

・雪の結晶　伊東良郎

・ヒキカエル　たねむらひろし

・ギフチョウ（羽化直後）　浜野英次

・麦秋多彩（北海道）　前田真三

・吹雪止んで（北海道）　関口哲也

・鍾乳洞　唐木孝治

・エハーグレース大湿地帯　米谷伸晃

（2）烏、水中、小動物、昆虫、植物
・ヤマセミ　菅原泰代

・タンチョウの親子　横田久

・カリセミ（ダイビング）　山崎幸一－一

つレリピタキとメジロ　生鴫正巳

・トカゲを捕らえたアカショウピン　中西和夫

・照ケ崎のアオハト（神奈川県）　吉田典・

・チョウゲンボウ　宮崎久仁夫

・ムクドリの帰巣　今井寿雄

・イヌワシ　遠藤義人

・霧氷　1，藤隆

・トキ　湖岸に憩う　津田堅之介

・コウティペンギンのヒナ　内山屁

・川の中のタンチョウ　小川雄司

・オオタカ　中野安治

・ヤリイカの産卵　小林安雄

・清掃共生　大方洋二

・ウシガエル　新井先夫

・オオタイガハラサンショウウオ（幼生）　沼田研児

・サンゴの産卵　伊藤勝敏

・魚の溜まり場　武田晋一一一

・かわいいかわいいカタレクマノミ　巾村征夫

・シロアリの巣　野間雅次

・オグロプレーリードックの赤ちゃん　海藤秀満

・キノカワガ　大林隆司

・ウスハカマキリ　田辺秀男

・水面のスケーター　コセアカアメンボ　安）屈原通

・コフキトンホ　桜井人士

・リュウキュウべニイトトンボ産卵　水上みさき

・ハンミョウ　小檜山賢二

・ミヤマモンキチョウ　平岩昭彦

・トンボの縄張り争い　田中博

オ二ヤンマのオスとメス　斎藤禎

シコクトゲオトンボの産卵I用布克美

ハノチョウトンボ　佐藤俊男

・モンキアゲハ　村田泰隆

・ポッオチョウ（雌）　中橋利和

・交尾と求愛　北添伸夫

・シャコ「7アゲハ　海野和男

・眠るへこシジミ　新開孝

・ヒメウスハシロチョウ　森谷武男

・雌雄異型種の交尾　菱川法之

・シヤクナゲ　占武善哉

・クルミの木の冬芽と落葉痕　小林侶

・ミヤマキリシマの詳落　川口孝

・黄葉氷結　水口睦美

・カタグ）紅白　山田英男

・キハナノヤマオタマキ　上山信雄

・モンステラの花　渡逸弘晴

・ヒカリゴケ　佐藤五

・才オンロカラカサタケ　難波出城雄

・キヌガサタケ　渡辺利夫

（3）天体、山岳、風景、自然、ミクロ
・コロラドの空　　竹内敏信

・オーロラ（AuroraBoreallS）　小用眞二

・人陽の軌跡　　森松夫

・光環と立山　　村山留雄

・冬の星座と流れ星　圃出勤

・．裂星雲　吉田智之

・焼ける巻雲　坂本真一

・渦動吊るし雲　高橋健司

・LL座流星群　駒沢滴晴

・オーロラ　田中雅美

積雲（せきうん）　福田勉
・波状高積雲の中に現れた太陽柱　谷内久一一

・笠雲のおもて　大森弘　一郎

静夏に雲湧く←美瑛町　　伊東剛
・雷雲　阿久津静夫

・輝く積雲∴斎藤誠

・ヘールボップ彗星　　藤井恒

・虹　　菅田隆雄

霧氷樹　坂本公
・厳冬の朝（信州の堂山）　藤沢智

・雪鹿　赤塚

・雪の結晶　林南光

・氷紋　増井冶

・氷の中の桜の落ち葉　伊藤滋

・浅間早暁　茶谷茂

・新潟県の棚田　前川彰・

・棚田の夜明け　中條均紀

・海原を駆ける夕波　回申達也

・風　飯島勝

・枝折峠朝霧　林明輝

・サルオカセと白峰　塩田論司

・厳冬の頂（那須茶自活）　椎名苑介

・鬼無里の吉池　中村酪人

・小田代湿原　和田健児

・楯ケ崎　濱地利　一

・蕪岩の奇岩　岩本面相

・ダウラギリ8167m　川口邦雄

・クサピライシ（骨格薄片）　芳賀信惨

結晶の集合　伊藤尚

結晶質石灰岩∴酒匂一
・CDの虹色　伊加地国夫

・キノホルム　畠山洋

4ギガビットDRAM　岨野宿雄

＜関連事業＞

○写真教室「自然写真への誘い」一一花鳥風月を語る

田中達也（自然写真家）

1／9　講師
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［マイミュージアムギャラリー］

（1）運営の概要

県民（在住、在勤、ゆかりの人）が収集・所蔵してい

るコレクションや生涯学習の成果作品を募集し、一定期

間、公開展示の場とする。マイミュージアムギャラリー

企画運営委員会によって承認された展示計画に従い、順

次展示をしていただく。出展者の募集は常時行っている。

（2）平成11年度の展示状況

回 �5x��麌ｯｨ��ｭB�出　展　者 偬���5x��>���vR�

l 兌ﾙ�ﾃ��D��Hﾈ紵?ｨ��?ｨ�｢���Xﾈ綺?ｨ�偬ｨ�｢�林　　賢司 �+8+X､x,ﾉ�(､R����X�,�H+8.ｨ+ﾒ���柯徂+ﾘ+��"�

2 店ﾈ���?ｨ����｢�内山　春雄 �6��ｸ6�4ｨ�ｸ7(984������,ﾉj9|ﾒ�〈 �I:���耳･B�

6月20日（日） �6餾H��ｹ韈��

3 塗ﾈ�#y?ｨ��?ｨ�｢�梅　毒　寺 俾�)f��Y5r�〉 �5h��{H��魎�〈美濃に伝わる 

8月1日（日） �?h��ﾜ���魎�禅画の美〉 

4 嶋ﾈ繪?ｨ��?ｨ�｢������蔚木　寛治 �4�8�5h4ｨ8ｲ���5(8ﾈ4�5h8x92�

9月19日（日） 凵q浮世絵・蓄音機 ・カメラ〉 
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11月3日（祝） 俚):���y委R�花鳥人物図〉 

6 ���ﾈ��I?ｨ��?ｨ�｢������山下　勝彦 佰X,i�X,ﾉOﾂ���4x6(6�984��

12月19日（日） 凩�����[i�"�　グラス・ ふるさと岐阜の滝〉 

7 兌ﾙ�ﾃ�)D��海外日本人 乂�+X*)�(､X,ﾂ�����{���樣5r���>ﾉ¥I](�"�
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（3）展示記録「マイ・コレクション」の発行

展示リーフレット「マイ・コレクション」を各回の展

示ごとに発行した。平成11年度は7年度からの通番で

第31号から第38号まで発行した。

（4）出展者による解説・講演・実演等の開催

来館者に対して、出展者による展示解説、講演、実演、

教室を以下のように開催した。

〇第1回「さし絵の世界」
・展示解説　林　賢司さん

〇第2回「バードカービングの魅力」
・バードカービング教室　講師　内山春雄さん

補助　井藤一樹さん、渡部京子さん

日時　平成11年5月22日、23日（日）

午前10時～午後3時

場所　岐阜県博物館講堂

出展者の一人である内山さんは、アメリカで開かれる

国際バードカービングコンテストで毎年のように上位入

賞を果たされるほどの、日本のバードカービングの第一

人者で、日本バードカービング協会の会長である。バー

ドカービングを楽しみつつ、刃物の正しい使い方を知っ

てもらいたいと、関市の刃物会社から無償で切り出しナ

イフの提供を受け、内山さん自らが講師として指導され

た。一一・緒に出展された井廉さん、渡部さんも指導にあた

り、小学生からお年寄りまで大変熱心に取り組み、すぼ

らしい作品ができた。

〇第4回「クラシカルコレクション」

・クラシックカー試乗会　蔚木寛治さん

日時　平成11年8月22日

午前10時30分－11時30分

午後1時30分～3時00分の2回

場所　百年公園北口

藤木さんのコレクションの一つであるクラシックカー

の特別試乗会と展示会を行った。百年公園へ来園された

方に、百年公園への進入路、往復約700mを、フォード

A型（1928年製）とビュイック（1930年CM製）の2台

に試乗してもらい、他に3台のクラシックカー等を展示

した。約300名の参加者があり、親子連れなど大いに楽

しんでいただけた。

鸞発露：霊霊 劔 �� �� ��
＼ � ���9hvﾈ�8��������� �� �� 

＼　　　　／ � � � ���������������������������ﾈ���∴霧宗鑑誓（案誓緩態整潔 

蛍堅塑覇琵i ／／ 　●－ 劔劔騒娃響輩緩 亜＿ふ∴言 
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〇第5回「書画・占陶の美」
・展示解説　西部良夫さん

〇第6回「光と水の美」
・展示解説　山下勝彦さん・林　文運さん
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〇第7回「楽しい世界の資料紹介展」
・講演　「アマゾン体験記」

講師　金武　宏泰さん

期日　平成12年1月23日

場所　マイミュージアム3階　ハイビジョンホール

出展者自身の体験談は現地ならではの内容で、知って

いるようで知らないアマゾンの大自然の様子やアマゾンに

住む人々の様子がよくわかった。ビデオを交えての講演で

映像と話がマッチしていたし、親しみやすい内容だっ

た。

〇第8回「山頭火の世界」
・展示解説　平手勘逸さん

日 1 �� ��b�抹H���>Xｭ������� �����ｹ5��J����� ����b����-B�

／ 凵��� � 

′笑 凵^ ���� ��∴∴． �-B�-B� 凉hｵｸﾇｲ�

各展示において、出展者自らが積極的に会場内で展示

解説を行った。出展者は来館されるたびに展示内容の見

所などの解説をし、来館者との交流も深まった。

来館者からも、隠れた話が聞け、大変有意義だったと

いう感想を開けた。各出展者も、来館者の質問や意見な

どを聞いて大変勉強になったり、視野も広まったり、同

好者も増えたりと好評だった。

（5）博物館同人としての登録

出展者は博物館同人とし、13名と3団体に同人証を

発行した。

（6）平成11年度の出展申し込み

漆喰彫刻作品、海外日本人学校帰国教師の会の海外

コレクション、書写作品、パッチワークキルト作品、陶

芸作品魚皮拓作品、折り紙作，trl、創作絵画と音楽作品、

ストーンペインティング作品、水彩画作品など、計10件

の申し込みがあった。生涯学習の作品の申し込みが増え

た。

（7）マイミュージアムギャラリー企画運営委員会

○期日11月17日　　○場所　本館会議室

○議題

①これまでの展示の経過と課題について
・過去の展示ではなかった内容が増えてきている。バー

ドカービング作品の展示では、日本の第一人者の作品が

展示されるなど、内容的にも質的にも充実してきた。

また、教室の開催など生涯学習に通じる催しができた。

さらに、県重要文化財を展示することができ、百年公園

を会場にクラシックカーの試乗会を開催した。写真や拓

本など生涯学習の成果作品が増え、海外日本人学校の帰

国教師による展示では、学校での国際教育で利用される

ことを出展者は念頭においている。女性の来館者が増え、

県内だけでなく、愛知県など県外から来館者を集めた。
・展示準備、撤収はスムーズに対応できている。

・効果的な案内や広報がなされ、新聞報道だけでなく、

何度となくテレビで取り上げられた。

（D平成12年度展示計画について
・真贋の問題は当初から議論してきたが、出展者とよく

打ち合わせをし、出展者の責任で展示するという前提の

もと、慎重に対応することが大切だ。
・作品が増えてきているが、ギャラリーの存在が広く知

られるように関係者や公民館の生涯学習施設への広報活

動が重要である。

○委員の構成

氏　　　名 冩������������R�

委員 ��9nﾈ����tR�岐阜県市長会長 

〝 倩Xｹｹ�ﾈ�?��名古屋大学名誉教授 

∴ 舒)68���ﾉu��会社会長 

〟 ��:���肢���岐阜県地域婦人会連合会会長 

〟 估n�h��蒴Eb�岐阜県町村会長 

ケ �8萎���:�u��岐阜県公民館連合会長 

■ 俘)68����ﾕr�前岐阜県博物館長 

∴ �-(����ｽ8爾�岐阜県社会教育委員連絡協議会長 

ノ， 侏H��]ｸ����岐阜県議会教育警察委員長 

〟 ��Hﾌｸ���ﾘ爾�関市教育長 

ノン 傴ﾉgｸ��ﾍﾈ蔗�岐阜県博物館協会理事長 

〟 亳y68����dﾂ�岐阜県芸術文化会議会長 

会長は吉田豊氏、副会長は松本五三氏が継続就任。
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〔発掘速報展〕

いにしえの美濃と飛騨

平成12年2月16日（水）－3月5日（日）

（財）岐阜県文化財保護センターでは、県内各地にお

いて埋蔵文化財の発掘調査を実施しており、現地での説

明会のほか、埋蔵文化財の普及啓発の一環として毎年速

報展を開催し、その成果を広く県民に公開している。同

センターの発掘事業は、近年の開発の進展にともない、

毎年十数カ所の遺跡で行われており、本県の考古学に貴

重な資料を提供している。各遺跡の調査成果をわかりや

すくまとめ、一般に提供する場として、本展示の果たす

役割には大きなものがある。

本年度の展示では、昨年度同様、速報性を重視し、平

成10年度に調査を行った遺跡から12遺跡をとりあげて

展示し、豊かないにしえの郷土の文化を紹介した。

主催は（財）県文化財保護センターであり、当館は、

岐阜県教育委員会とともに共催という立場で、おもに教

育普及面で協力を行った。

喜一誓 � ��∴∴ 
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＜展示構成＞

美濃地方の9遺跡、飛騨地方の3遺跡を次のように

時代を追って展示し、実物に触って学べるよう縄文土

器、須恵器、山茶碗の破片を触察展示した。

①戸大村平遺跡Ⅱ（藤橋村、縄文時代）

（D岩井谷遺跡（春日村、縄文時代）

③若垣内遺跡（丹生川村、縄文時代）

④⊥ケ平遺跡（下呂町、縄文時代・古代）

⑤南青柳遺跡（関市、弥生時代末一古墳時代初頭）

⑥冬頭山崎1・2号噴、冬頭山崎1号横穴、冬頭城

跡（高山市、古墳時代・中世）

⑦南青柳古墳（関市、古墳時代）

⑧ホヤノ木古墳（坂下町、古墳時代）

⑨桂ノ木洞遺跡（関市、古墳時代～中世）

⑲針田遺跡（美濃加茂市、古代）

⑪佐口遺跡（美濃加茂市、古代・中世・近世）

⑫大坪遺跡（美濃加茂市、中世・近世）

＜おもな展示内容＞

（1）縄文時代の遺跡

戸大村平遺跡Ⅱでは、縄文中期の土器群と石器類、岩

井谷遺跡では、縄文土器、祭祀的要素の強いミニチュア

土器、石器類、岩垣内遺跡では、縄文中期～後期の集落

の捨て揚などから出上した多種多様な土器、多数の土偶

破片、タカラ貝形土製品、右器類を展示した。tニケ乎遺

跡では、下呂石の石核や剥片を展示した。
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（2）弥生～古墳時代以降の遺跡

士ケ平遺跡では、土師器、灰粕陶器、南青柳遺跡で

は、土師器、鉄製品、冬頭山崎l・2号古墳では、須

恵器、鉄剣、弓、鉄鎖、南青柳古墳では、鉄剣、鉄刀、

短甲、馬具、樟ノ木洞遺跡では、美濃刻印須恵器、蝶の

線刻絵画のある灰粕陶器、梯子などを展示した。針田遺

跡では、須恵器、土師器、佐口遺跡では、須恵器、山茶

碗、鳥形水滴などの施粕陶器、大坪遺跡では、山茶碗を

展示した。

＜展示資料数＞

約380点　（他に触祭資料24点）

＜関連事業＞

記念講演会　2月20日（日）

「鏡にみる美濃の古墳時代」

南山大学教授　　伊藤秋男氏

∴thpeに●章子 
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［調査研究・資料収集活動］

－自然部門－

1　調査研究

〈動物分野〉

（1）チョウ類のルートセンサス

関市小屋名百年公園両で、中島和典氏（博物館サポー

ター）とチョウ類のルートセンサスを行った。調査期間

は4月から11月までとし、月2回実施した。調査ルー

トは、アカマツ林、コナラやアベマキを中心とした雑木

林、草原など多様な環境が含まれるよう留意し、設定し

た。

観察されたチョウ類は41種485個体であった。このう

ち、アゲハチョウ科は6種28個体（5．8％）、シジミチョ

ウ科は11種46個体（9．5％）、ジヤノメチョウ科は6種

212個体（43．7％）、シロチョウ科は4種69個体（14．2％）、

セセリチョウ科は8種61個体（12．6％）、タテハチョウ

科は6種69個体（14．2％）であった。

個体数が多かったのは、サトキマダラヒカゲ（ジャノ

メチョウ科）の71個体で、続いてヒメウラナミジヤノメ

（ジヤノメチョウ科）の58個体、キチョウ（シロチョウ

科）の55個体、ツマグロヒョウモン（タテハチョウ科）

の39個体、ヒメジヤノメ（ジヤノメチョウ科）の35個

体であった。

生息環境との関わり、本調査地のチョウ類群集の解析

は今後、別の機会に公表する。

∴∴■：∴ ㌢：：∵一∴∴∴ 劍�ﾈ耳��Wr�� �� ��(�X���<B�．、、約回臨 ��
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ツマグロヒョウモン（タテハチョウ科）

（2）地表性甲虫の調査

ペットボトルを利用したトラップを使用し、地表性甲

虫の調査を実施した。自然観察会「ワナをしかけて虫を

とろう」参加者とともに、4月から10月にかけて調査

した。ベイトは蛸粉を用いた。
ミカワオサムシ（押ムシ科）CaIabusarrowIanuS

クロナガオサムシ（柵ムシ科）Leptoca／abusproceru／us

クロシデムシ（シデムシ科）NICrqphorusconco／or

マエモンシデムシ（シデムシ科）Nicrophorusmacu〝frons

ヨツ粒モンシデムシ（シデムシ科）NicIOphorusquadrPunctatus

コクロシテムシ（シデムシ科）ptomascopusmo〝0

オオヒラタシデムシ（シテムシ科）EusI佃hajaponlC
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へl用コ7ス沖暗（コ7ス万杯科）Taroxmand／l

センチコカネ（コ塙ムン科）Geotrupes／aevistriatus

7トカにンマコ枢（コ塙ムシ科）Onthophagusfodiens

コ7マルエンマコ諦（コ荊ムシ科）Onthophagusatr¢ennIS

自然観察会「ワナをしかけて虫をつかまえよう」

く植物分野〉

（1）東濃地方の植物分布調査及び資料収集

恵那直を中心にて東濃地方の植物相の調査を行った。

特に本年度は恵那同を中心にし、束濃の湿地も部分的に

調査した。

特別展示の準備として、できるだけ標本を採集したが

個体数が極端に少ない種に限っては、採集しないでスラ

イド等の　二次資料にとどめた。

－C）恵那山で確認したもの

羅羅 �� �,yDh蔗�
∴子：∴ 

一・　㌢　へ　∵素　魚＆、繕練馬矛癒 ����

鮭 剪�

アリドオシラン（ラン科）

Myrmech／SJapOnICa

が）カネソウ（クマのラ科）Cayopteris divaricata

アカミノイヌツゲ（廿／キ科）

IIex sugerokIl Var brevlpeduncu／ata

ツマトリソウ（サクラゾウ科）TIjenta／is europaea

ゴセンタチバナ（ミ娼科）Cornus canadensIS

セリバシオガマ（ゴマ／ハ舛科）Pedicu／aIjs keiskei

キソチドリ（ラン科）

P／atanthera ophydioides var monophy／la

ウメガザソウ（イ習〃り科）ChImaphlIa japOnlCa

クモキl）ソウ（ラン科）LIparIS kumoklrI

センジュガンピ（ナチシコ科）LychnIS gIaCI／IIma

シラタマノキ（用科）Gau／thena mique／Iana



②ジオラマ作製のための調査

恵那山やその周囲の植物様子を特別展示で再現するた

めに、代表的な植物を選定し、その形態等を調べた。

オクヤマコウモリ（キク科）

Caca〝a maximoMtziana var．aIata

コウシンヤマハツカ（シソ科）

Rabdosia umbIOSa Var．latifoIia

メタカラコウ（キク科）LiguIaha stenocephaIa

サラシナショウマ（キン肋科）Cimicibga simpIex

カワチブシ（キン朽ゲ科）

Aconitum grosse－dentatum

（り湿地で確認したもの

恵那山周囲だけでなく、土岐市や瑞浪等の湿地やその

周辺も植物の分布を調査し、標本を採集した。恵那山と

同様に個体数が極端に少ない種は二次資料にとどめた。

トキソウ（ラン科）pogonla jPpOnPa

ヤマトキソウ（ラン科）PogonI？mlPOr

サワラン（ラン科）EIeorchisJapOnICa

タロミノニシゴリ（ハイ／キ科）＄ympIocos paniculata

ヒナノカンザシ（ヒメハギ科）Sa／omonja obJongifolia

ミツガシワ（ミツルワ科）Menyanthes tmoIiata

シラヒゲソウ（ユキノシタ科）

Pamassia fo〝osa var．nummulaIja

カザダルマ（キンポウゲ科）C／ematis patens

ヤマラッキョウ（ユリ科）A〝um thunbeIg〝

オニスゲ（カヤ男柵科）Carex dickinsii

イシモチッウ（モウセンゴケ科）

DIOSera peIta庖Var．nlppOnica

∴∴ 　　∴∴． 　ri，ii 

l）ンドゥ（リンドウ科）

Gentiana scabIa Var．bueIgeh

〈地学分野〉

（1）岐阜県恐竜化石学術調査団（コブ谷地域の調査）

岐阜県恐竜化石学術調査団では、平成2年度から進

めている恐竜調香の一環として、、し〕成10年度より手取

層群の堆積環境を明らかにすることを主目的とした調査

を進めている。これらの調査の成果は、岐阜県博物館研

究報告で継続的に発表したほか、本年度の夏季特別展

「恐竜時代」で発表した。また、今後も継続して調査を

進める計画である。

本年度は大野郡荘川村コブ谷地域に分布する手取層群

の調査を行った。コブ谷地域は、昨年度に調香した大黒

各地域の調査の北西に隣接する。また、この地域は過去

に恐竜・カメ・トカゲなどの脊椎動物化石や多くの軟体

動物化石を産山しており、新たな恐竜化石発見の可能性

の高い重要な地域である。

○現地調香

現地調査は、7月22日～7月25日、8月6ロー8

月9日の2回、8日間にわたり、延べ80人で行った。7

月22日～23日には信州大学理学部助教授保柳康一博士

を講師こ迎え、堆積相解析の研究会を行った。

現地調査は、1／100スケールでの柱状図の作成と化

石調査を中心に行った。調査結果は12月16円の調査団

会議で検討し、その成果は岐阜県博物館研究報告第21

号に発表した。
／ 劍ﾋ��闔ｨ��宿������zh���h���
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○資料整理

調査団が採集した化石標本のグ）－ニングと整理は、

6月30日～7月8日、8月19日～8月22日、9月16

日～9月21日の3回、20日間にわたり、延べ52人で行

った。

本年度は、特別展「恐卸寺代」に展示する標本の整理

とクリーニングに多くの時間を使い、整理した標本の一

部は、特別展に展示した。しかし、過去10年間にわたり

調査団が収集した化石標本の数は莫大な量にのぼり、ま

だクリーニングや整理ができていない標本が多く残って

いる。こうした資料をグ）一二ングし、整理して保存す

ることが今後の大きな課題である。
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（2）「親しむ博物館づくり事業」

本年度、文部省委嘱の親しむ博物館づくり事業とし

て、「見て、触れて、造って、楽しく学ぶ化石ウオッチ

ング」を行った。

〇日的

化石に親しむことを通して，地球科学に対する興味関

心や理解を高めるための活動を多角的に展開する。

○事業の概要

化石観察セットを作成し，このセットを用いて以下の

事業を行った．

①体験型化石教室
・特別行事「岐阜の化石ゼミナール」1回

・たのしい博物館「恐竜ナイトツアー」2回

「化石をつくろう」3回
・学校単位での化石教室を伴う博物館見学2校

②アウトリーチ活動
・出張化石教室6校12学級

・化石観察セットの貸出4件

化石セットは、三葉虫・アンモナイト・恐竜の歯など

の実物化石とそのシリコン型、レプリカ作成道具などを

コンテナにまとめ、持ち運びできるようにした。

○参加者の状況と反応
・参加者人数：延べ907人

・内訳：一般163人，大学生3人，高校生5人，

中学生202人，小学生525人，幼児9人

博物館で開催した体験型化石教室は、特別展に伴う広

報の成果もあって、毎回定員以上の参加希望があった。

親子での参加が多かったが、大人も子供も夢中になって

レプリカづくりに取り組み、大変好評であった。

出張化石教室は、半枚での授業内容との関係で小学校

6年生と中学校3年生の依頼が集中した。小学校高学

年から中学生は博物館の行事への参加が大変少ない年代

であるが、この化石教室では大変熱心に活動していた。

他の学年でも実施したいとか、来年度も実施したいとい

う孝枝がほとんどであった。
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（3）蜂屋累層から産出した哺乳類化石の調査

東濃地方に分布する瑞浪層群は哺乳類化石が産出する

ことで知られる。今回、瑞浪層醇の最下部層の蜂尾索層

から哺乳類化石が発見された。一宮市在住の束充彦氏

が川辺町鹿塩のゴルフ場造成地で鉱物調香中に発見した

ものである。東氏からの報告を受けて博物館が採集し

た。

蜂尾索層から報告される哺乳類化石は初めてであり、

また、この化石は瑞浪層群で最も古い時代（約2，000万

年前）に当たるため貴重な資料である。そこで、化石の

産状と地質について調査研究した。化石をクリーニング

した後、骨格の部位を検討した。また、化石の産出唐津

と産状を明らかにするために現地で地質調香を行った。

クリーニングした化石で部位が明確なものは、脛骨・

距骨・踵骨・中足骨・基節骨・中筋骨であり、これらは

右後肢の連続した部位である。この化石動物は中足首・

顕官・距骨の形態と特徴からミノシカ（AnphytoI阜gUlus

mlnOenSIs）の仲間に比較される。この標本はニホンジカ

との比較から、体長55cm、体高47cm程度に推定された。

固圃圏四囲弱

ミノシカの右後肢の骨格

（4）郡上八幡、鍾乳洞の化石調査

八幡町には多くの鍾乳洞があり、そのうちの3つの鍾

乳洞から動物の化石が産出する。博物館では鍾乳洞産の

化石を、氷河時代の美山動物群と越して自然展′」竜三l

で展示している。展示してある化石は約30年前に調査さ

れたもので、その後は郡上の鍾乳洞で化石を調香・採集

した報告がない。鍾乳洞内の化石は裂卜堆積物に含まれ

るもので、おもに竪穴型の鍾乳洞に落ち込んだ動物が上

砂と共に埋まったものである。近年は調香がなされてい

ないため、新しい化石の採取を目的として、博物館では

京都大学と共同で調査することにした。調査した鍾乳洞

は次の2つである。

・杉穴　八幡町安久田西安久田

（所有者）和田茂雄氏、八幡町東町1区
・熊石洞　八幡町美山稚児山南西麓

（所有者）井森正則氏、八幡町美III1404

2つの鍾乳洞を4日間、延べ27人で調査し、化石の

入った土砂を採取した。採取した上砂を京都大学へ運ん

で、化石の洗い出しを進めている。）塞出した化石は京都

大学で調査研究した後、将来は岐阜県博物館へ移管する

こととしている。



2　資料数一覧表

分　　　野 亊����������������������劔借　　用 弍������R�館蔵 借用合計 寄託 実　　物 兒������ｲ�自作等 その他 亊���W靼xﾇb�（） 寄贈内数 

動　　　物 �8�3cCB�16 ��#��31，789 ����x�3#�(�｢�0 ���31，789 

植　　　物 �#H�3�C��70 �����24，309 ��祷�3CcH�｢�0 ���24，309 

岩石鉱物 �(�3�コ�5 都2�2，163 ��鉄C8�｢�18 ���2，181 

化　　　石 ���3塔R�43 �#B�2，052 �����3�s��｢�48 �#��2，128 

そ　の　他 田2�22 ��c��253 ���#��｢�0 ���253 

計 鉄��3�#b�156 鉄ィ�60，566 ���#��33��｢�66 �#��60，660 

ズンガリプテルス骨格標本（レプリカ）

3　質料寄贈者芳名一覧（敬称略・順不同）

サンカノゴイ剥製標本

資　　料　　名 �5��B�芳　名 倬�����{������B�点数 囘h��kﾂ�

ゴイサキ ���田中　宏幸 �+凩飃ﾙ�ｹUygｲ�75 俛igｹ�H自��

ヤマドリ 鳴�森山　斉美 �58485H4ﾂ�1 亰H�(���9;��

カワウ �2�大澤　真美 �5�6ｸ4ﾂ�1 ��ﾉ8x���ﾙu��

カンテンコケムシ ���宮崎　　惇 ��8ﾙ�ｦY&�,ﾈ5h5���Z蔚ygｲ�70 �'ﾉ>��8自��

オオルl） 鳴�田中　　太 儉(竧�]9&闔h,ﾈｴﾘ���Z蔚ygｲ�22 ��ﾉ�8��{ｨ謦�

イタチ ���田口　五弘 丿Yk�ﾋH�9��Z蔚ygｲ�301 �+从��������

キビタキ ���武井　拓違 ��zx怏H���Z蔚ygｸ�亢�峪��Z��｢�25 俛�zx怦ｧyH饂渥���Z位B�

ホンシュウジカ 鳴�熊崎　大貴 ��ﾉEｩ&霎i��Z蔚ygｲ�105 薄侭gｸ����Eb�

ツノヤメ 白�林養成 ケ 原次郎 ���Z�,ﾈ��,ﾉUygｲ�208 伜(ﾏｸ��捶��

メジロ �"��8ﾉEｨ,ﾈ5h5���Z蔚ygｲ�111 估�68��脂&｢�

コオイムシ �����僞ｩ&霎i��Z蔚ygｸ�亶ｹ�ｨ蝌/�ｭﾈ�｢�540 �?��ｨ��露Wb�

タヌキ ���亀山　正道 倅�Hﾊy9�,ﾉ��Z蔚ygｲ�50 ��Y;H��ﾕ�ｨ爾�

ヤエヤマヒルギシジミ �"�安井　謙介 弍8晳��Z蔚ygｲ�20 兀�ｨ��ｶ�vﾒ�

コアジサシ ���今井　雅之 丿Y&�,ﾈ5h5���Z蔚ygｲ�50 仞�ﾌ8��ﾔ�b�

ハクビシン 鳴�後藤　満更 ��Y�i��Z蔚ygｲ�30 �ﾉ68��/h樞�

オオタカ ���古市　信明 �<�鈺顥Z蔚ygｲ�10 亶ｸﾞ�����=R�

鳥類剥製標本 ��3C"�柳原　亮一 侈y>�,ﾈｴﾘ�I�Z蔚ygｲ�40 伜(ﾞ���~h���

ノゴマ 鳴�金子　徳彦 �7X8�5x8ｸ蝌ｹｹ}陋ｹ���1 ��(ｻH����ﾆ��

ヤマドリ ���天野　和文 兀�&�,ﾈ峪���220 俑�皐��諸?��

ヒレンジヤク 鳴�坪内　精二 ��Xﾄｹ�x蝌�峪�餠ygｲ�1 ��皐��ﾊｨ樞�

キツネ ���堀田　　勝 ��僞i�ﾒ�1 ��ｸ������R�

4　購入費料一覧

資　　料　　名 �5��B�購入先 倬�����{�����kﾂ�点数 俎y?ﾉ�b�

恵那山中腹の植生ジオラマ 鳴�岩崎総研 〟 ∴ 京都科学 ノン �7�7h5h8ﾘ7H4�6�99�9�xﾙﾈｦ���8ﾈ7h8ｨ4ｨ�｢�1 仍�78怦ｧr�

オサバグサ（レプリカ） ����8ﾈ7h6�5�5��仍ｹ}陋ｹ���｢�1 �5ｸ6ﾈ8�8ｸ5H484x985���ﾈ�B����鉙圷ﾔﾉL��

ツチアケビ（レプリカ） ����5�6X585H4X8ｸ5��Y�ｨﾙﾂ�1 

ズンが）プテルス全身骨格（レプリカ） 鳴��4ｨ7ﾘ8�5X4X8ｸ5怨ﾘﾙﾂ�1 

テスケロサウルス全身骨格（レプリカ） 白�����ﾉ�ｨ蝌ｻ�{8峪���兒��ｸ�｢�1 
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一人文部門－

1　調査研究

＜考古分野＞

○平成11年度特別展「水とまつり一古代人の祈り」に

係わる調査研究

①　水に対する信仰の萌芽一弥生時代、小銅鐸等を用

いた井戸のまつりと絵画土器に見る竜の絵などの水

に係わる意匠

②　井泉・水分のまつりと導水施設一古墳時代、地域

の首長が執り行った水源祭祀の遺構・遺物と浄水祭

祀に係わる遺構

③　川辺のまつり－古墳時代、集落近くの河道のほと

りで行われるまつりに使われた道具

④　まつりの変容一蔽の儀礼など律令時代以降の祭祀

に用いられた人形・土馬・墨書人面土器等の祭祀具

と水の役割

⑤　まつりの道具のいろいろ一県内の各地の遺跡から

出土した古代の祭祀遺物

⑥　県向の水の信仰にまつわる史跡と伝承一養老町と

各務原市の御井神社、養老神社の菊水の泉

⑦　触察用の復元資料の製作・展示に関する研究一銅

鏡、土器、木製形代等

小銅鐸（岡IiI県下市瀬遺跡．LH十）
落合印教育委員会蔵

上記に係わる出土遺物等の実物資料、文献資料につい

て調査を行った。それらの研究成果を、特別展、特別展

図録、博物館講座「岐阜県の集配遺跡」等の形で発表し

た。

＜歴史分野＞

○平成12年度特別展「海を越えた明治　～ヨーロッパ

が愛した焼き物の美－」に係わる調査・研究

多治見市文化財保護センターや瑞浪陶磁資料館・中津

I冊子苗木遠山史料館・岐阜市歴史博物館をはじめとする

県内の各機関や個人、東京国立博物館・名古屋市博物館
・京都府京都文化博物館などから指導・協力を受ける中

で特別展で表現したいテーマを明確にし、展示すべき資

料を博捜した。
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○岐阜県の文化に係わる調査・研究

平成12年度特別展「海を越えた明治　－ヨーロッパ

が愛した焼き物の美～」に係わって、岐阜県の陶磁器産

業が尾張地方と絡み合いながらどのように発展してきた

のか、また明治期の殖産興業政策推進に欠かせなかった

万国博覧会や内国勧業博覧会が日本の陶磁器産業にとっ

てどのような意味をもっていたのかということを調査研

究し、その成果の一部を『岐阜県博物館調査研究報告

第21号』に発表した。

染付草花文車輪型取手付加排碗皿（5客のうち）
碗：高さ68cmil径61cm
皿：最大径125cill高さ17cin

銘「濃陶祉職⊥加藤五覇道」

＜民俗分野＞

○平成12年度特州陳列「描かれた街道一国芳・広重の

中山道－」に係わる調査研究

①国芳の中山道

②描かれた美濃十六宿

③公の旅・私の旅
についての文献資料調査及び、岐阜県、愛知県にある

関係博物館、資料館等を訪ね、現地調査を実施した。

○岐阜県の文化一美濃飛騨の比較研究一

岐阜県内の伝統工芸品（和傘・岐卓提灯）について現地

調香を実施した。

「昭和」の時代に使用された生活・生産用具の収集に

積極的に努めた。

滋諾率護雛 劍�謨���)R� 

∴i 凵� �ｨ�����������剪�∴ ���� ��擬 做｢�ﾄH���

∴－－－ 劔 

嶽－； �� ������耳�ﾋ��井��8ﾝｦ�� ��h�){2����?�5ﾒ��c��ｩ?ｨ�����ﾂ�

∴∴∴ ∴ �� ��：∴ 

提灯製造の　場面



＜美術工芸分野＞

○特別陳列「ふるさとの文化財紹介廣一飛騨地区」に係

わる調査研究

飛騨地区20市町村の各教育委員会の指導・協力のも

と、同地区の歴史と文化を調査研究して当該地域の特色

を兄いだそうとするとともに、特に美術工芸分野におけ

る優れた作品の発掘に努めた。

以上の調査研究に基づき、飛騨地区に伝わる優れた文

化財を選定し、平成11年6月5日から7月4日の期

間において特別陳列として当館特別展示室において展示

をした。その成果は博物館講座「飛騨地区の文化財紹

介」「飛騨に暮らした人々」において発表した。

○特別陳列「ベルギー王国アントワープ市民族学博物館

2　資料数一覧表

出展記念　円空展一魂を木に刻んで」に係わる調査研究

平成11年5月から8月にかけてベルギー王国のアン

トワープ市民族学博物館において開かれた「円空展　－

17世紀の日本から時を超えて」へ岐阜県内から出品され

た円空仏および出品作以外の優れた県内所在の円空仏に

関する調査研究を行った。特に今まで展覧会などに出品

されることのなかった個人所蔵の作品を多く調査するこ

とができた。これらの成果を生かして、平成11年10月

から11月にかけて展覧会（特別陳列）を開催した。

○博物館資料購入に関する調査研究

岐阜県にかかわりの深い実物資料のうち、浮世絵を中

心に調査研究を進め、広重の「六拾余州名所図会美濃

養老瀧」の購入などに役立てることができた。

分　　　野 們�����Z��複　　製 俾俥ﾈ�Y�ﾂ�館蔵計（内寄贈数） 倆�����w��寄　　託 ��ﾘ������ﾇb�

考　　　古 �(�3����164 添?ｨ����(�3#�h����3��H�｢�鼎途�187 �(�3����

歴　　　史 ���3C�B�34 ��#"�1，560　（1，354） �#��163 ���3sC2�

民　　　俗 �(�3�S��1 ���2，059　（2，055） �#C��114 �(�3C#��

美術工芸 鉄3r�17 ������������SSH��������｢��#c2�2，024 �(�3イ��

計 店�3涛��216 ��sB�6，389　（5，403） ���3�#��2，488 祷�3��R�

3　質料寄贈者芳名一覧

資　　　料　　　名 �5��B�芳　　　名 

灯火管制カバー ���梅　村　五　月 

衣装箪笥 鳴�小　鞠　明　生 

足踏み式脱穀機等 �2�町野金以知 

明治時代の教科書類 釘�太　田　利　夫 

唐箕 鳴�水　野　俊　美 

和傘制作道具 ���小木曽雅夫 

江名子バンドり ���藤　井　新　吉 

木製貯金箱 �2�古Iii史　朗 

絵葉書類 田2�山　田　守　宗 

足踏み式脱穀機 ���塚　原　　鈎 

磨製石斧 ���東　山 

4　館蔵資料購入作品一覧

資　　　料　　　名 �5��B�作　者　名 

諸国六十八景　美濃落合はし ���二代歌川広重 

徳川家茂上洛図 鳴�月　岡　芳　年 

森蘭丸 ���歌　川　広　貞 

六十余州名所図会　美濃　養老瀧 ���歌　川　広　重 

鬼面山谷五郎 鳴�二代歌川国貞 

大日本大相撲関取競 ���落　合　芳　幾 

勧進大相撲図 ���二代歌川国貞 

木曽街道六拾九次之内　赤坂 ���歌　川　広　重 

青慕之駅御曹子乱賊切之図 ���歌Iii国　貞 

帝国衆議院会議之図 鳴�島　田　建　一 

瓦版　中山道御下向御休泊御本陣附 白� 

官板　知藩事鑑 ��� 

資　　　料　　　名 �5��B�作　者　名 

関ケ原合戦絵巻 ��� 

関ケ原合戦布陣図 鳴� 

和傘制作工程一式 ��� 

岐阜提灯制作工程一式 ��� 

能面制作工程一式 ���阿　部　　毅 

梅に久々鳥 ���窪　　　　川 

岐阜県愛知県大地震実況　　　　　1 剳沒c松次郎 

木曾街道六拾九次之内　大久手 鳴�歌　川　広　重i 

大日本物産図絵　飛騨国 �"�三代歌I旧去重 

幕末大坂場所相撲番付 ��� 

安政4年8月大坂場所相撲番付 ��� 

東海木曽両道中懐宝図鑑　　　　　1 剞{原屋茂兵衛 

通行手形 ��� 

女通行手形 ��� 

西国三十三所観音 ���谷汲同輩厳守 

西浦焼　吹絵鷺一輪挿花瓶　　　　1 � 

再和派宗匠図 ���国枝魯松庵 

国会議員百首 ���伊東洋二郎 

現今英名自首 ���沼尻桂一郎 

かわらぽん ��� 

西国三十三所観音霊場記図絵 ��� 

美濃国羽柴郡笠松村古文書類及絵図一括 ��� 

鶴図屏風 鳴�窪　　　　川 

明治四十四年開通記念中央線写真帳 ��� 

戦国太平記　建中宮兵衛 ���歌　川　国　芳 

木曾街道六十九次　御影寺　　　　1 剋O代歌Ii上豊国 
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［マルチメディア情報センター］

＜ハイビジョンホール及びスタジオの活用＞

ハイビジョンホールでは、博物館制作のマルチメディ

アソフト「ハイパーハイビジョン風土記」の紹介やハイ

ビジョン映像の定期上映・博物館講座会場としての利用

のほか、外部団体の見学や講習会・イベントなども積極

的に受け入れ、そのサポートをしながら多様な活用を図

った。

・風土記・環境映像・映画・BSハイビジョン放送

手づくり番組・中欧フェア番組　等の上映
・博物館講座・たのしい博物館　等

・特別展「恐竜時代」　開場式

・幼稚園・小学校の課外研修

・大学生のマルチメディア研修

・林政部・県文化財保護センター主催講座等

・その他　各種研修会、講演会

ハイビジョン映像の上映では、夏休み期間中、夏季特

別展「恐竜時代」にあわせNHK放送番組「蘇れモンゴ

ルの恐竜たち」を特別に借用して上映し、親子を中心に

多数の来場者を得ることができた。

マルチメディアスタジオでは、20台のレファレンス装

置を運用し、常時風土記映像の閲覧ができるよう整備を

続けると共に、「県民情報ネットワーク端末」含め2台

のインターネット端末を常時運用し、CD－ROM情報と共

に来館者に利用していただいた。

＜テレビ会議システム＞

9月3日（金）14：50－15：20

学校と社会教育施設との交流・連携を目的として牛牧

小学校（本巣郡穂積町）との間で、テレビ会議システム

による遠隔授業・質疑I売、答を行った。穂積町の情報教育

の実践研究授業として実施されたもので、博物館の紹介、

学芸員の仕事、恐竜の化石などについて説明を行った。

テレビ会議システムを利用したのは今回が初めてであ

るが、これからは遠隔サービスが求められてくるので、

こうした対応を今後も継続する必要がある。

＜中央フェア関連番組上映＞

中央ヨーロッパとのこれまでの交流の集大成を図ると

ともに、21世紀の交流に向けでのさらなるステップを築
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くため、ウエルカム21イベントとして全県で「中欧フェ

ア」を実施中であるが、当館はその事業のひとつとして

下記の「中央ヨーロッパフェア関連番組」をハイビジョ

ンホールにて上映した。

［内容］

・オーストリア　　オーストリア　（日本語解説）

・スロヴユニア　WelcometoSLOVENTA（BGMのみ）

・チェコ共和国　GOLDENPRAGUE　（英語説明）

［士映期間］

平成12年2月12日～5月28日の毎週土・日曜「l

＜マルチメディア情報発信＞

辛成9年度より継続して、来館者へのインターネット

利用環境を整備改善する一方、インターネットに公開す

る情報の更新・追加を行った。特に、
・企画展、マイミュージアムギャラリーの開催案内

・個々の催し物、行事などの紹介

・あいうえお順の索引ページ

・管理用所蔵資料システムをもとにした所蔵資料データ

ベース

・ハイパーハイビジョン風土記「ひだ・みの紀行」の情

報をもとにした風土情報データベース
・利用者情報取得機能

など順次情報ページの自主制作やシステム整備を行って

内容の充実に努めた。情報閲覧の利用件数は平成II年

度で約11，500件（昨年度の3割増し）と年々増加傾向

にある。

また、ファイアウォールソフトの更新を実施し、近年

話題に上がる不正アクセス事件に対する予防をより強固

なものにした。さらに、西暦2000年間題に対応して機器

全般にわたって動作の検証や点検を行い、不具合に対処

することでトラブルなく運用を継続することができた（、

岐苧県生涯学習センターを中心とした文部省委嘱事業

「社会教育施設情報化・活性化推進事業」との連携は開

始して3年目（最終年度）となり、今年度は当館の所

蔵資料を対象に「岐阜県生涯学習総合システム（LLn

e t）」の共通索引システムへの登録を行っな，ここの

検索ページから岐阜県を対象に知りたい情報を検索する

と、当館の該当データ画面にも直接つながるようになり、

当館の発信情報の多面的な利用が期待される。



＜マルチメディア工房・ぎふ＞

岐阜県の情場づくりの一環で「マルチメディア工房・

ぎふ」の第1号が平成7年10月1日に当館内にオープ

ンした。県民のマルチメディアソフト制作支援の場とし

て一般に開放している。

1∴工房の利用について

サポーターの協力を得て以下の活動を行った。

①高校生対象のハイビジョンマルチメディア制作講座を

5－8月に計4回開催し、高校生11人（関高校6名、

関商工高4名）・大学生（東海女子大学1名）計12名

が参加し、作品の制作に取り組んだ。

②同人・サポーター・マイミュージアムギャラリーの出

展者の協力を得て、特別展の紹介番組・ギャラリー展示

作品の記録番組等を制作するとともにデジタルデータと

しての保存をしている。今年度は、特別展関係1作占正

ギャラリー関係3作品を制作した。

2．ソフトコンテストについて

①Hll．＝／2第7回全国ハイビジョン手づくりソフトフェ

スタのコンテストが大垣市情報工房スインクホールを会

場に開催された。当館からは博物館講座を通し制作され

た関商工高校「関南にお引っ越し」と博物館制作作品

「内山春雄が語るバードカービングの魅力」を出品した。

博物館制作作品がすぐれた作品としてノミネートされ紹

介上映をされたが、残念ながら受賞することはできなか

った。（出品作品28作品、受賞作品8作品）

②H12．2／13第4回「マルチメディア工房・ぎふ」ソフ

トコンテストが未来会

館で実施された。当館

からは同人森井健作氏

制作の「小学国語教科

書’’今と昔”」とサポー

ター小垣香織氏制作の

「土人形の世界一語り

かける人形たち～」の

2作品を出品した。小

垣氏制作の「土人形の

世界」が土人形制作の

プロセスや歴史などが

わかりやすいなど、高

い評価を得て奨励賞を

平成11年度マルチメディア工房制作番組一覧表

受賞、森井氏の作品も博物館の作品として見応えがある

など評価され努力賞を受賞した。（出品86作品　優秀賞

2作品　奨励賞8作品　努力賞10作品）

＜たのしい博物館＞

マルチメディア関連として「マルチメディアで体験！

恐竜の世界」など、3回開催した。恐竜など子供たちに

人気のある内容の場合は特に参加者も多かった。また、

「マルチメディアで再現！考古の世界」では初めて3D

映像技術を利用、遺跡の立体映像を参加者に楽しんでい

ただいた。

インターネット関連として、親子を対象にしてクイズ

やゲームを通して、インターネットに楽しく親しめるも

のと、女性を対象にインターネットを適して趣味の世界

を広げるきっがナになる内容で各1回ずつ開催した。参

加者も多く、女性対象の内容では昨年実施したメール操

作を省き、より多くのホームページにアクセスしていた

だき参加者には好評だった。

＜博物館講座＞

静止画番組制作講座：高校生以上を対象に講座を開

催したが、今年度新たに大学生1名（東海女子大）の

参加があった。講座が4日間のみでは、作且制作には不

十分であり、また、学校行事・試験等の関係で参加でき

ない場合もあった。来年度は開講日をさらに増やす予定

である。

ホームページ制作講座：熟年の夫婦の参加があり、女

性の参加者も増えた。、輪富のコンピュータの操作に慣れ

ない参加者もいたが、実際にホームページ立ち回げを目標

とされた参加者もいた。講座の口のみでは制作時間が足

りないので、昨年度の反省から講座と講座の間に時間を

設けたが、実際に制作活動に来館された方はいなかった。

①特別展「恐竜時代」　　　　8’40”県博物館　　　特別展「恐竜時代」紹介番組 

②ベ）犀の画家アンソール∵男手　　　8’10’’東海女子大生　アンだル・Iルーと彼の作品の紹介 

③関市にお引っ越し　　　　7’10”関商工高生徒　闇市で有名な力鍛治、鵜飼い、寺社等名所を紹介。　〉 

④内山春雄が語か－ドカービングの魅力　9’50”博物館　　　　世界大会入賞作品やその魅力について紹介ぼヤラl）増麟細 

⑤土人形の世界　　　　　　9’59’’博物館・琳一夕ー　土人形の歴史、伺うことのできる風俗・背景の紹介甘ヤラリー鵬脚 

（第4回マ）レチメディア工房・ぎふソフトコンテスト奨励賞更別 ⑥小学国語教科書’’今と昔”∴9’59”博物館・同人明治から現代までの小学校国語教科書を紹介げヤラリー醒細 　　　　　（第4回マルチメディア工房・ぎふソフトコンテスト努力賞受賞） 
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［教育普及活動］

1　概要

岐阜県博物館が生涯学習の場として、幼児から高齢者

まで親しんでいただくために、事業の内容の量を増やす

とともに工夫に力を入れ、積極的に広報活動に努め、入

館者には案内や解説の充実を図るなどした。

11年度の主な事業は、特別展（2回）、資料紹介展（1回）、

特別陳列（2回）、写真展（1回）、（財）岐阜県文化財保

護センター主催の発掘速報展（1回）、マイミュージアム

ギャラリー展示（8回）の他、特別行事・講演会・講

座・自然観察会など年間67回の催しものを実施した。

その他、ギャラリー出展者が記念講演会・展示説明会・

試乗会などを自主的に行い、総事業数は80回を超えた。

展示では、「ハンズ・オン」を積極的に取り入れ、恐

竜の実物化石や復元制作した祭りの道具などを用意し

た。催しものでは、体験学習を多く取り入れた。

また、展示をより効果的にみていただくため、案国や解

説の充実、資料の作成に努めた。

2　教育活動

（1）催しもの

催しものは、講演会（6回）、博物館講座（15回）、自

然観察会（10回）、たのしい博物館（31回）、特別行事（5

回）など計67であった。

11年度の催しものの主な活動概要は次の通りである。

体験学習を重視し、多く取り入れた。「恐竜ナイトツ

アー」・「化石をつくろう」・「化石をさがそう」や「火起

こし器をつくろう」・「徳山のくらしを体験しよう十「昔

のくらしを体験しよう」などは、特に大好評であった。

マルチメディア情報センターとしての機能を生かす内

容の充実を図った。「ハイビジョンソフト制作講座」（4

回）・「ホームページ制作講座」（3回）の連続講座やマ
ルチメディアに親しむ催しものを5回実施し、マルチメ

ディアへの関心を高めることができた。

特別行事「七草がゆを食べよう」は、大変多くの参加

者があった。季節感あふれる古来からの伝統行事への

人々の関心が高くなったこと、新聞やテレビで大きく取

り上げられたこと、さらには友の会ボランティアの多大

なる援助によって、博物館の特色ある事業として定着し

ている。

また、百年公園事務所と共催の「写生大会」や高校の

協力のもとで実施した「響け！和太鼓」には、多くの方

が参加され、好評であった。

（2）館内解説

特別展・資科紹介展や常設展の展示解説を積極的に

行い、入館者に好評を博した。

特別展「恐竜時代」　「水とまつり」では、土・日曜日

を中心に担当者が定期的な解説を実施した。また、解説

員が入館者の希望に応じて、解説をした。2月からは、

常設展示についても、解説員の定例解説を実施した。

たのしい博物館「楽しいインターネット」や「マルチメ

ディアで探検！恐竜の世界」などでは事業運営や機器使

用解説を積極的に行った。
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社会見学で入館した学校には、学校の要望に合った解

説・案内を行った。

さらに、博物館展′」摘草説「ワンポイントガイド」や特別

展・資料紹介展のクイズを作成し、来館者に配布した。

（3）館案内

博物館に入館した方にスムーズにみていただくため、

職員一同、案内表示の工夫に努めるとともに、解説員・

学芸部長・普及係が極力、館内を巡視するようにした。
3月からは、本館2階のカウンターに解説員が常駐

し、入館者への案内に努めることを開始した。

（4）博物館における学校等の研修

学校・社会教育機関等の授業や研修に関わって学芸員

が指導・援助、講話をした。
・小中学校体験学習‥・金竜小・倉知小・旭ヶ丘小・安

桜小・卜有知小・神戸小・大和
町第一北小・小金田中・桜ケ丘

中・愛知県新香山中等の学校
・マ輝メディア研修……‥名城大学・県高校地理研究会・

県警察半枚等
・博物館全館研修…・県下都南教育長会・閑古校長

会・岐阜市教頭会・県小社研・

県高教研／公民・地歴部会・県高
校特殊初任研修会・跡見学園女

子大学博物館学芸員課程実習
生・林業センター研修・関南女

性連絡協議会・浜松市美術館友
の会・氷見市友好市民訪問団等

3　広報活動

より多くの方に、博物館に親しんでいただくためには、

展示や催しものの周知を図ることが重要である。そのた

め、以下のことに力を注いだ。
・新聞・テレビ・ラジオ・雑誌などのマスコミに対して

情報提供を積極的に行った。
・人が多く集まる施設にポスター・チラシの掲出依頼を

積極的に行った。

り巳童・生徒に合ったチラシ・案向文書を作成し、関市

内及び近隣の学校に配布した。
・闇市自治会員へのチラシ・乗回文書回覧を7回行っ

た。こうした努力が、入館者の増につながった。

4　博物館実習生指導

8月2日（月）から8月6日（金）までの5日間、東

海女子大学（6名）・岐阜女子大学（3名）・岐阜大字

（3名）・信州大学（1名）・金沢大学（1名）・滋賀県立

大学（1名）・名古屋女子大学（l名）・愛知学院大学

（1名）・中京女子大学（1名）・名城大学（6名）の10

大学から24名の学生を受け入れ、実習生指導を館長・

学芸部長をはじめ、学芸部職員全員で行った。

本年度は、共通実習を3日間、選択分野別実習を2日

間行い、実習生の専門性を生かした実習を行うことがで

きた。



5　資料の貸し出し

分野 亢�ｭikﾂ�資料名 弍ｨｭH�僖霾�?ｨ�｢�点数 

人 文 弍)Xﾈ�9��譴�車掌用鞄 陪ﾆﾈ�Sx�S#(�ﾂ�1 

博物館 ��X什�yY��Hll・8・31 �"�

奈良県美符館 俑�&飆(ﾞｹ[h�鋕柵�Hll・！0・5－ 　Hll・11・25 ���

笠松町歴史民俗 弍))xﾊxｶ8檠8ｩUｹJ�抦ｧr�Hll・10・14－ 唐�

資料館 俛�ﾎｩ<ygｸ�X���7�6ﾈ8ｹ9��H11・12・3 

岐阜市歴史 　　博物館 �4ｨ986X8��X�8+���X8��686h4�7��X5�487ｨ99�ﾆﾂ�Hll・10・11－ 迭�

Hll・11・30 

個人 僞ﾉlｨ,ﾈ����H12・1・5－ 　H12・1・19 ��2�

可児郷土彊吏館 �駟韜ｸ�(ﾌ9Zﾘ�7儼��H12・2・8－ 　H12・3・21 ����

自 然 弍)Xﾈ�9zy�(�"�哺乳類頭骨標本 陪ﾆﾈ�SX�S�8�ﾂ�16 

中学校 僣ll・6・5 

武儀町立上之保 �5�6ｸ4ﾈﾙﾈｦ��Hl上6・3－ ���
中学校 僣ll・6・20 

武儀町立上之保 　　車掌校 �4ﾈ5ｨ4ﾈ8ﾈ48�X5ｨ4�8ﾒ�5ｨ4ﾈ8ﾈ48,ﾉHﾙ�ｹ�ﾃ��Hll・6・12～ �2�
Hll・6・20 

タルイピアセンター �7ﾘ686ﾘ7ﾘ5�8�4ｨ7�4ﾂ�Hll・2・17へ－ ��b�
リハリヨのスライド 陪ﾆﾈ�S8�S3��

宮崎県総合 儘I�隍Hｮ(顥Z蔚ygｲ�Hll・7・9へ 途�
博物館 �,h8ﾈ7h8ｨ4｢�Hll・9・10 

岐南町図書館 ����,ﾉo)��Uygｸ�R�Hll・7・28－ 鉄B�
パネル 陪ﾆﾈ�S��S3��

大垣市農務謀 冩)��7�6ﾈ8ｸ�YUr�Hl上8・2－ �3B�
本・レプリカ 陪ﾆﾈ�S��S���

VRテクノセンター �ｹ�餠ygｲ�Hll・8・8－ 　Hll・8・13 ����

可児直立束可児 �ｹ�餠ygｲ�Hll・8・16－ 粕��

中学校 僣ll・8・20 

7　平成11年度刊行物一覧

分野 亢���ｭh��kﾂ�倬���{���kﾂ�期間（年月日） 剴_数 

自 然 弍)Xﾈ�9zxﾞｸ�"��7�6ﾈ8ｲ�Hl1日0・9－ �13 

‾示学校 剩��・11・21 

北方町立北方 刄}ガンの剥製 陪ﾆﾈ�S���・23～ 鳴�

小学校 刄nヤブサの剥製 陪ﾆﾈ�S���S2����

アマチュア学者フェス 剿�帥pネル・標 ��田��

ティ′同実行委員会 剿{・レプリカ 陪ﾆﾈ�S���S2�

小森孝子 剪ｹ類写真 陪ﾆﾈ�S���S��ﾂ����ﾈ�S���S3��澱�

中理研県大会 刄pネル 売��9mｨ�SX�ﾂ����ﾈ����涛��

筑松田膝史民俗 刄Eサギの剥製 陪ﾆﾈ�S�(�S�x�ﾂ��"�

資料館 剩��(�S(�S�r�

渇市立田原 刮ｻ石標本 陪ﾈ�9mｨ�S#��ﾂ��2�

小学校 剩�ﾈ�S�(�Sb�

関市立桜ケ 　　小 冑r�カラスの剥製 買�(�S��R�����0一一 2・2・25 �"�

反中県教育委員 剞ｶ物の写真・スライド 買�(�X�8���－ 鉄"�

会学校指導課 剩��(�S8�S#"�

岐阜大学附属 刮ｻ石観察セット 買�(�S(�S�(�ﾂ��"�

中三 儿2�狽�12・2・i8 

岐阜大字附 　　中 俔｢�化石観察セット 買�(�S(�S#X-b�����(�S8�SR��"�

6　図書資料

平成11年度現在の図書資料数は、下記の通りである。

図書資料数 （平軸2年凋20］現在〉 儖X������ﾖﾂ�

人文関係 ��8�33�r�含刀剣文月 ��

自然関係 ����3��2�含棚橋文I‾ ��Xﾄi69[hﾌ��

統　　計 �#8�3C��� 

名　　　　　　　　称 價ﾘﾗ9D霾�?｢�判、頁 兀H���B�備　考 

岐阜県博物館だより　第68号 ����CH�C��A4　4員 �(�3S���友の会増刷（500） 

岐阜県博物館だより　第69号 ����Cx�C��A4　4頁 �(�3S���友の会増刷（350） 

岐阜県博物館だより　第70号 ����C���C��A4　4貞 �(�CS���友の会増刷（350） 

岐阜県博物館報　第22号 ������ﾘ����A4∴38頁 ���3#��� 

平成11年度岐阜県†即勿館催しもの案内（A2割） ����CH�C��A23 �8�3����

平成11年度岐阜県博物館催しもの案内（A4判） ����CH�D��A4　3ツ折 ��3C��3����������

博物館ハ／フレット 博物館リーフレット ��(�C8�C3����H�C��A4　8頁 �����3�����X�3����

リーフレット「インターネットをたのしもう」 ��(�C8�C3��A4　3ソ折 店�3����

岐阜県博物館調査研究報告，Vol．21 ��(�C8�H�f亦�A4　46頁 都���

特別展図録 ����Cx�C�b�A4　27真 田���友の会増刷 

恐竜時代－キンゴ）レと手取層群の恐竜たち－ 劔（2，000） 

水とまつり－古代人の祈り） 粕牝��CR�A4　60貝 田���（1，000〉 

特別展図録の増刷 ����C���C��A4　il頁 ���友の会増刷 

円空さんと私 劔（1，000） 

美濃山地の自然 ��(�C(�C��B5　43頁 ���（　　500） 

Iiiに生きる ��(�C8�C��B5　45頁 ���（　　500） 

特別展等のポスター・ちらし 恐噂時代へモンゴルと手取層群の恐竜たち～ポスター ����Ch�C���B2 �(�3���� 

恐竜時代－モンゴルと手取層群の恐竜たち～　ちらし ����Ch�C���A4 �#X�3����

水とまつり－古代人の祈り－　　ポスター ����C��CB�B2 �(�3����

水とまつり～古代人の祈り～　　ちらし ����C��CB�A4 �#X�3����

資料紹介展i特別陳列のバンプレット・冊子 井波コレクション　　ポスター ����CH�CR�B2 �(�3����友の会印刷 

井波コレクション　　　　　ちらし ����CH�CR�A4 �#X�3����

ふるさとの文化財紹介展　ポスター ����CX�C#��B2 �(�3����

ふるさとの文化財紹介展　ちらし 優ﾈ��X�C#��A4 ��X�3����

円空展　　　　　ポスター 免ﾈ�C���C�R�B2 �(�3����

円空展　　　　　ちらし ����C���C�R�A4 �#��3����

写真展　　　　　ちらし 末����X�8��#R�A4 ���（7，000） 

マイ・ミュージアム刊行物 マイiコレクション第31号 ����CH�CB�A4　4頁 ���3���� 

マイ・コレクション第32号 ����CX�C���A4　4員 ���C����

マイ・コレクション第33号 牝ﾈ��h�C#r�A／1　4貞 ���3����

マイiコレクション第34号 ����C��C��A4　4頁 ���3����

マイ・コレクション第35号 ����C��C(���｢�A4　4頁 ���C����

マイ・コレクション第36号 ����C���C�B�A4　4頁 ���3����

マイ・コレクション第37号 ��(�C��CR�A4　4貞 ���3����

マイ・コレクション第38号 ��(�C(�C�"�A4　4頁 ���3����

11．4．1 �#"�1，000 

マイミュージアムギャラl）、－　ちらし ����CH�C��A4 ����3����

iL　4．1 �6�4ｸ4ﾂ�10．000 
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平成11年度の催しもの結果一一覧

事　業　名 弍ｩ?｢�対　　　象 �.�R�内　　　　　　　　　容 伜���y2�

特別展講演　会 度���������R����縒�般 般 般 ��モ霊鷺羅弼デミ＿古生物学センタ＿所長 ��S���CR��2�
リンチエン・パルスボルドさん 

：∴∴∴∴：∴∴：∴ 
「∴’十∴： �����#B�般 ��水辺の祭祀　　　三重大学名誉教授八賀　晋さん 涛b�

記　念　講　演　会 ����#2�(��#��緯 ��∴∴∵「∴．「∴∴一十㌧．∵　∴；∴： �#R�#�B�

博　物　館　講　座 店��3��h�綯�h���"�h���2�h��#r�x��������#B����#�����#2�����#����纈����#"�(�絣�(��#b�8�絣�欝 唐�������������植物写真家　　田中　達也さん ��B�#���B�3b�#2�����"�������3���SB������ﾂ�CR�

自　然　観　察　会 滴��#R�X���b�h��#��x�������絣�����R���絣�����������2����3��紺 �3��3��3��3��3��3��3��3��3��#�� �#b�#R�#b��B�Sr�#B�3R�#B��b�#��

たのしい博物館 滴�����X��"�X�纈�X��#"�X��#2�h���"�x�紕�x�����x�����x��#"�x��#B�x��#����縒�����B�「 IL lL 又 ）も 小学生以＿＿ 又 又 女一方 又 小学生以一 lL 又 親子 貯以嘉 緩 �#��3��#��C��C��#��C��C��3��C��3��#��3�� 澱�3��2�32�3����3"�sB�3��Cr�3��3R�#��3��

8／21 �40 �7ﾘ8ｸ6�8�6h4(4�,Y%Hﾉ��仆�{8,ﾉ�(､R�106 
8／26 9／11 9／15 9／26 10／9 10／9 10／10 10／31 11／27 12／5 12／11 12／19 1／6 2／6 3／11 3／26 �30 30 40 20 40 40 40 40 20 40 20 40 20 ��������靈I[iu�+8/��畔肘�X*H�x�俯Y��4X4�6(ｯｩ?ｨ�9��+8/��49 35 45 102 10 19 243 38 23 28 5 43 28 54 12 83 

特　別　行　事 滴��#��X�絣�����2������2������B���縒�緩 �3���C���C��C��3��� ��c��CsB�C#b�s"�S��#ィ�

事　　業　　名 們���邵��ｯｨ��ｭB�主　　　な　　　内　　　容 豫ﾘ��

春休み 滴ﾈ��?ｨ�冦��ｨ�ﾃy?ｨ����｢�・航ま乱榔・ゾユラシックパーク・世界遺産の村・原爆仁一描出映 鉄3R�

夏休み 度ﾈ�#�苓����ｨ���樟細部精細糊・スペースアート輔の旅・銅の生駅の枇そこユルトバレー �#8�3C�b�

ハイビジョン特別番組の「二映 嶋ﾈ�3�?ｨ����｢�・耽れコヾビ鵬牒竜畠・ゾユラシックパー猶目映 
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［図書資料寄贈者芳名一覧］

（平成11年3月1日～

平成12年2月29日）（順序不同）

〔博物館関係〕

国立歴史民俗博物館

東京国立博物館

国立科学博物館

科学技術館

東京国立近代美術館

国立科学博物館附属自然教育園
京都国立博物館

国立民族学博物館

奈良国立文化財研究所飛鳥資料館

北海道開拓の村

北海道開拓記念館

北海道立北方民族博物館

小樽市博物館

釧路市立博物館

苫小牧市博物館

斜里町立知床博物館

中IIi町郷士資科館

市立函館博物館

根室市博物館開設準備室

上士幌町ひがし大雪博物館

穂別町立博物館

利尻町立博物館

青森県立郷土館

八戸市博物館

岩手県立博物館

北上市立鬼の館

仙台市博物館

仙台市科学館

仙台市冨沢遺跡保存館

斎藤報恩会自然史博物館

宮城県慶長使節船ミュージアム

東北歴史資料館

東北歴史博物館

地底の森ミュージアム

秋田県立博物館

山形県立博物館

政道博物館

県立うきたむ風土記の丘考古資料館

福島県立博物館

福島県歴史資料館

会津民俗館

三春町歴史民俗資料館

茨城県立歴史館

上浦市立博物館

日立市郷土博物館

上高津貝塚ふるさと歴史の広場

ミュージアムパーク茨城県自然博物館

栃木県立博物館

小山市立博物館
栃木県立なす風土記の丘資料館

栃木県立しもつけ風土記の丘資料館

群馬県立歴史博物館

群馬県立近代美術館

大間々町歴史民俗館（コノドン下館）

富岡市立美術館

群馬県立自然史博物館
かみつけの里博物館

浦和市立郷土博物館

埼玉県立博物館
埼玉県立歴史資科館

埼玉県まきいたま資料館

戸田市立郷土博物館

さいたまIiiの博物館

埼玉県立自然史博物館

†葉県立中央博物館

千葉県立美術館

我孫子市鳥の博物館

市立市川考古博物館

市立市川自然博物館
千葉市加営利貝塚博物館

千葉県立現代産業科学館

千葉県立大利根博物館

千葉県立上総博物館

千葉県立安房博物館

千葉県立房総風土記の丘

千葉県立房総のむら

千葉県立関宿城博物館

千葉市美術館

衆議院憲政記念館

松溝美術館

足立区立郷土博物館

船橋区立郷十資料館

大田区立郷十博物館

紙の博物館

船の科学館

たばこと塩の博物館

東京都江戸東京博物館

町田市立博物館

世田谷区立郷土資料館

家具の博物館

豊島区立郷土資料館

三井文庫

北区飛烏山博物館

港区立港郷土資料館

サントリー美術館

江戸東京たてもの園

調布市郷土博物館

府中市郷土の森博物館

東京都高尾自然科学博物館

福生南郷上資料館

千代田区立四番歴史民俗資料館
府中市美彷館開設準備室
シルク博物館

神奈川県立歴史博物館

神奈川県立金沢文庫

馬の博物館

横浜マリタイムミュージアム

横浜市歴史博物館

川崎市市民ミュージアム

神祭li惧立生命の星　地球博物館

平塚市博物館

茅ヶ崎南文化資料館
鎌倉国宝館

横須賀市自然人文博物館
Ii帽市立日本民家園

山口蓮春記念館

山梨県立科学館

山梨県立考古博物館

松本市立博物館
日本民俗資料館

長野市立博物館

長野県立歴史館

さらしなの里歴史資料館

飯田正美術博物館

飯田市上郷考古博物館

真田宝物館

山と博物館

須坂市立博物館

信濃町立野尻湖ナウマンゾウ博物館

塩尻市立平出博物館

市立岡谷美術考古館

市立岡谷蚕糸博物館

信州新町化石館

富士見町博物館

柏崎市立博物館

長岡市立科学博物館

新潟県立近代美術館

新潟県立歴史博物館

富両市堂牛人記念美術館
富山市郷土博物館

富山巾科学文化センター

魚津水族館

富山県立立山博物館

富山市民芸館

松任市立博物館

立山カルデラ砂防博物館

石IiI県立歴史博物館

石川県立美術館

石川県輪島漆芸美術館

小松市立博物館
のと海洋ふれあいセンター

石川県白山自然保護センター

福井市立若狭歴史民俗資料館

福井県立博物館

福井市自然史博物館

福井県自然保護センター

福井県立一乗朝倉氏遺跡資料館

敦賀市立博物館

静岡県立美術館

静岡帝立登呂博物館
東海大学海洋科′学博物館

上原仏教美術振興財団

久熊山東照宮博物館

沼津歴史民俗資料館

沼津市明治史料館

浜松市博物館

焼津市歴史民俗資利館

浜松市楽器博物館

愛知県美術館

愛知芸術文化センター

徳川美術館

熱田神宮宝物館

名古屋市博物館

名古屋市立帝政資料館

名古屋市科学館

名吉尾事美術館
でんさの科学館

名Il屋巾見晴台考古資料館
一一宮丁両帝物館

博物館明治村

リトルワールト

瀬戸巾歴史民俗資料館

日本モンキーセンター

愛知県陶磁資料館

豊田市郷土資料館

豊田市美術館

豊橋市美術博物館

豊橋市自然史博物館
豊橋市＿lii宿本陣資料館

豊橋市地下資源館

岡崎市郷土資料館

岡崎市美術博物館

安城市歴史博物館

知立市歴史民俗資料館

知多市歴史民俗博物館

半田市立博物館

尾西市歴史民俗資料館

メナート美術館

碧南宜青少年海の科挙館
トヨタ博物館

名古屋ボストン美術館

松坂屋美術館
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大口町歴史民俗資料館

蟹江町歴史民俗資料館

鳳来町鳳来寺山自然科学博物館

産業技補記念館

三重県立博物館

御在所自然科学博物館　H本カモシカセンター

四日市市立博物館

神官徴古館農業館

桑名市博物館

海の博物館

鳥羽水族館

亀ili市歴史博物館

斎富歴史博物館

藤原岳自然科学館

大津市歴史博物館

滋賀県立琵琶湖文化館

滋賀県立琵琶湖博物館

彦根城博物館

滋賀県立安上城考古博物館
滋賀県立陶芸の森

市立長浜城娃史博物館
MIHOMUSEUM

野洲町立歴史民俗資料館

伊吹山文化資料館
栗東歴史民俗博物館

裏干家センター茶道資料館

京都巾考古資料館

京都府立総合資料館

京都文化博物館

冨山歴史館

京都国立丹後郷「資料館
大阪市立博物館

大阪市立美術館

大阪正す科雪飼

犬阪南立自然歴史博物館

大阪人権博物館

大丸ミュージアム

吹田市立博物館

大阪府立弥生文化博物館

柏原市立歴史資料館
岸和日日市立郷土資料館

大阪肺立近つ飛鳥博物館

東大阪直立郷口車物館
神戸直立博物館

神戸海洋博物館

神戸而立小磯記念美術館

兵庫県立歴史博物館

兵庫県立近代美術館

姫路両立美術館

西宮肩大谷記念美術館

明石市文化博物館
凪崎歴史博物館準備率

兵庫県立入と自然の博物館

大和文革館

県＿立橿原考古学研究所附属博物館

奈良県市民俗博物館
奈良県立美柿餅

橿原市子塚資科館

松佃美術館

和歌山県立博物館

和歌用県立自然博物解

団部美術館

島根県－／博物館
足立美術館

岡山県立†軸物館

岡山県立美術館

岡同県、古手備路郷十館

i崎山市立オリエント美術館

津川洋学資材館



倉敷市立自然史博物館
広島市安佐動物公園

広島県立美術館

広島県立膝史博物館
日本はさもの博物館・郷土玩具博物館

広島市森林公園昆虫館

広島城
土井ケ浜遺跡人類学ミュージアム

下関市立考古博物館

宮島町立宮島歴史民俗資料館
新市町立歴史民俗資料館

厳島神社社務所

山口県立山口博物館

防府市青少年科学館
美祢市歴史民俗資利館

耕三寺博物館

秋吉台科学博物館

徳島県立博物館

徳島市立徳島城博物館

高松巾歴史資料館

香川県自然科学館

愛媛県立博物館

愛媛県総合科挙博物館

愛媛県歴史文化博物館

高知直立自由民権記念館
高知直立歴史民俗資料館

福i酬†子美術館

福岡市博物館
福岡県青少年科学館
日本歴史資判館

北九州出立歴史博物館

北）Ll肝臣i′考古博物館

北九州両立自然史博物館

九州i歴史資科館

佐賀県立博物館／美術館

佐賀県立名護屋城博物館
長崎県立美術博物館

熊本市胡熊本博物館
熊本県立装飾古墳館
八代市立博物館未来の森ミュージアム

宇佐風土記の止民俗資料館

大分県先哲史料館

宮崎県総合博物館
みやさき歴史文化館

椎葉民俗芸能博物館

鹿児島県立博物館

麗児島市立美術館

鹿児島県歴史資料センター黎明館
ミュージアム知覧

沖縄県立博物館

名護博物館
腰阜県博物館

岐阜県歴史資料館

岐宇県美術館
岐阜県図書館

岐南町歴史民俗資料館

笠松町歴史民俗資科館

大店市立図書館

岐阜県陶磁資料館

岐阜市歴史博物館
岐阜巾科学館
加藤栄二・東一一記念館

大松美術館

かかみがはら航空宇宙博物館

各務原畠歴史民俗脊料館

内藤記念〈すり博物館

森の文化博物館

大垣市歴史民俗資料館

河川環境楽園

タルイピアセンター

美濃和紙の里会館

海津町歴史民俗資料館

可児郷士資料館

瑞浪市化石博物館
土岐市美濃陶磁歴史館

中山道みたけ館

瑞浪市陶磁資科館

ミュージアム中仙道

中津川市鉱物博物館

飛騨の山椎館

高向市郷土館

光記念館

日本最古の石博物館

〔博物館協会〕
日本博物館協会

岐阜県博物館協会

丁葉県博物館協会

神奈川県博物館協会
鳥取県博物館協会

全国科学博物館協議会

東京都博物館協議会

デジタル・ミュージアム推進協議会

ハイビジョンミュージアム推進協議会

東海地区科学施設協議会

全日本博物館学会
日本ミューンアム・マネージメント字会

〔役所関係〕

青森県環境生活都県史編さん窒

福島県児童文化センター

群．薄黒農政部金糸課

丁業県文書館　県史編さん窒

総務庁青少年対策本部

文化白書陵部

文部省大臣官虜

富国庁
日本財田

料亭技術広報財田

科′、㌢技術庁

環境庁自然保護局

環境事業団

日本環境協会

日本科学協会

東京都教育庁牛涯学習邦文化課

文化庁文化財保護部

日本科学技術振興財団

科学技術振興事業団

日本原子力文化振興財団

宇宙開発事業団

文化財建造物保存投稿協会

愛知県総務都県史編さん窒

名古屋柄物防疫所

豊橋市環境部環境政策課

建設省中部地方建設局

中部森林管理局名古屋分局

木曾Iii卜流し＿事事務所

木曾Iii上流＿⊥事事務所

香川県自然保護室

岐苧県総務部

岐阜県企画那

岐苧県農政部

岐阜県衛牛環境那

岐苧県保健環境研究所

岐阜県T‾業技術センター

岐早県⊥芸試験場
岐阜県農業総合研究センター

岐阜県水産試験場
岐阜県国際セ／夕一

般苧県広報センター

岐阜県科学技術振興センターー

岐阜県生活技術研究所

岐阜県デザイン振興会

岐阜県研究開発財団

岐阜県ふれあい会館

花の都ぎふ推進センター

岐阜県産業文化振興事業団

オリべイズム産業文化振興連合会

岐阜県スポーツ振興事業団

岐阜県冷凍教育検奄事務所

岐阜県砂防協会
世界民俗文化センター

岐阜市文化センター

岐阜県産業経済研究センター

岐阜県企画設計センタ一

高iii市商工観光部

土岐市企画部総合政策課

大知市文化事業団
武儀県事務所

飛騨教育事務所

武儀改良普及センター

高富町役場

藤橋村役場

可児市役所

山剛町役場

平田町役場
関市役所

萩原町役場

土岐市役所

占用町役場

宮村役場
「雷村役場

川島川役場

人士小甘立図書館

大垣肩文化会館

美濃巾文化会館

多治見市文化会館

各務原高氏会館

関文化会館
収阜簡易保険事務センター
ソフトピアジャパン

スイトピアセンター

〔教育委員会関係〕

北海道教育古生渥字習部文化課
白老町教育委員会
青森県教育委員会

仕楽町教育委員会

福生面教育委員会
大田区教育委員会

渋谷区教育委員会

神奈川県教育委員会
厚木高教育委員会

繭木曾町教育委員会
長野巾教育委員会
門前町教育委員会

静岡吊教育委員会
春日非市教育委員会

名古屋市教育委員会

豊橋市教育委員会
伊勢吊教育委員会
同日「帥子教育委員会

津「lJ教育委員会

亀山向教育委員会

安濃印教育委員会

多度町教育委員会
近江剛教育委員会

滋賀県教育委員会
Ll野勘教育委員会

能登川町教育委員会
マキノ剛教育委員会

京都市教育委員会
京田辺市教育委員会

大阪府教育委員会

大阪直教育委員会
l別布市教育委員会
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姫路市教育委員会

奈良県教育委員会
橿原市教育委員会

福岡県教育庁総務部
甘木市教育委員会

岐宇県教育委員会

岐阜市教育委員会
岐阜県教育センター

岐阜県情報処理教育センター
グリーンテクノセンター

岐苧メモリアルセンター

岐阜県年波学脅センター

羽島部田町教育委員会

各務原巾教育委員会

大柄市教育委員会

大野勘教育委員会

平田印教育委員会

関南教育委員会

池田町教育委員会
美濃吊教育委員会

美濃加茂市教育委員会

白鳥町教育委員会

美並村教育委員会
可児吊教育委員会

兼i用i」教育委員会

多冶見直教育委員会
恵郡市教育委員会

岩村町教育委員会

高山市教育委員会

小坂町教育委員会
金山岬教育委員会

丹／口i間教育委員会

宮村教育委員会
下呂町教育委員会

糸貫刑教育委員会

矧頼村教育委員会

清見村教育委員会

1回問教育委員会

関ケ原青少年自然の家

御族少年自然の家

岐印lr少年自然の家

岐阜県富等字校教育研究会

岐芋県小中掌校長

岐阜教育会

岐阜県高等学校長協会

岐阜県PTA連合会

岐阜県郷上蜜料研究協議会

岐阜県高等′学校生物教育研究会

岐阜県高等学校地理教育研究会

岐阜県高等孝枝文化運搬

岐苧県南等雪枝文化連盟自然科羊部会

岐阜県高等営校退職校長会

〔学校関係〕

秋田大字i字資源宇部附属鉱業博物館

東北芸術工科大′字東北文化研究センター

東北大学総合学術博物館

東北大雪文字部東洋・［本美術史研究雪

山彬大学附属博物館
筑波大雪歴史人類掌系

筑波大半地球科学系

図書館ii、吉報大牢附属図書館

跡見学園女子大半花膜記念資料館

川村′浩司女子大掌図書館

東京大字史料編纂所
東京人′一浩凸版会

東京大学総合研究博物館

写習院大字

圃肇院高等′、，と校

東京農工大雪附属繊維博物館

実機女子大学博物館学研究室
国際基督教大卒湯浅八郎記念館



明活大字字芸員養成課程
立教大′羊学芸員課程研究室

東京大字地震研究所

多摩美術大学美術学部
武蔵野美術大写

草稿用大字†判物館

国字陽大字考古字資料館
東京農業大学農業質料室
山′利発大′浩事物館′和光究室

日本人′字文理′予部自然科′、揮井究所

日本人写生物質源宇部

明冶大学†削勿飾

東京家政字院生泊文化博物館

神奈川大学「1本常民文化研究所

東海大下校地同遺跡調査団

帝京大字iii梨文化財研究所

新潟大字堪宇部地質字科教室図書館

金沢美術丁芸大字図若鮎

金沢大学出際交流課

静岡大掌理学部地球単科教室

東海大字海洋料亭†専物蝕

東海大′’子年l会教育センター

南山大学人類字博物館

名古屋大字文字部実字美術史研究室

名古屋大字大気水圏科′拘）手先所

名古屋大′浩iilii総合研究賓利館

名山屋女子大字短期大字部美術研究室

市部卒園大卒人文′、溶出研究会

名古屋経済大予言1両臣学園短期大字

自然科′判研究会

名LL屋経済大字　両部字園短期大字
′手術研究センター

名古屋造彬芸術大′判附属国語館

愛知大字総合郷上値究所

愛知大智文尊台
滋賀県立大雪人間文化率部

種智院大字密教資料研究所

産経丁芸繊維大半美術工芸資料館
）席ii橋女子大学

立命館大雪国際、印ロミュージアム

仏教大字総合研究所

仏教大半文′台部

1品l高上大学十耕勿館掌芸買課程

関囲大′浩専物館

大阪大掌文学部考古掌研究室

大阪吉葉大′邦付属葉器博物館

近畿大半民俗学研究所

天理大雪‘附属天理参考蝕

九州産業大半芸術学会

岐阜北高笠雪枝
可児高等学校

闇市上関胸⊥高等雪枝

岐阜大学教育掌部
肢宇薬科大字

岐阜iI出女了短期大学

東海女子大雪

岐阜聖徳学同大学

中部字院大半

岐阜聖徳字聞入掌短期学部
岐阜経済大字
i両区女子短期太宰

大山女子短期大字

岐阜医療技術畑則夫ノ羊

放送大字
地方自冶大牢校

〔研究機関・出版社・その他〕
東京国立文化財研究所

吾1人」庁書陵部

品）用止倉1第事務所

奈良国立文化財研究所
アイヌ文化振興・研究推進機構

北海道立アイヌ民族文化研究センター　　神宮文I車

青森県坤蔵文化財調査センター

東北電力

福島iI点じ童文化センター

地質調香所

群，門紺地蔵文化財調査事業団

松井田町遺跡調査会

埼玉県立民俗文化センター

千葉県文化財センター

ili武考古掌研究所

国立教育会館社会教育研修所
i）モート・七ンンング技術センター

日本水産資源保護協会
板橋i刈叩葉遺跡調査会

都困窮　二遺跡調査会

墨田区横川一一十日遺跡調香会

束京都南部住宅建設事務所

都′削ii越道イ）宅遺跡調香会

文化環境研究所

出武ハネウエル

発明協会

毎日企画サービス

貴会のンルクロート展実行委員会

日本ユネスコ協会連盟

日本昆虫協会

高度映像情報センター

日本地震字会

機根産業記念事業団

出血会事務局

自然環魔センタ一

半和祈念事業特別基金
ハルチノン多摩

農出漁村文化協会

H本自然科′字写真協会

美1I間黒楽部

日本科′浩慨会

ポーラ文化研究所

都立′半枚追跡調香会

Ii本ナショナルトラスト

東京貝類同好会
センチュリーミューンアム

I背高総合研究所・文化空間研究所
マルチメディア振興センター

アンア女川某金

地域創造

西国分畠他メ遺跡調布会

東京都埋蔵文化財センター

武蔵国分湘関連追跡調香会

府中矧細事宣跡調査会

神奈川県埋蔵文化則センター一

間i文化朗研究所

Iii崎両立日本民家園

平岡環境科単軌柑所

神奈川東海道ルネノサンス推進†続載会

式相文化期研究所

松木大久保台遺跡調査用

神奈川県、’′白然保護センター

松代藩文化施設管理事砺所

富iii県埋蔵文化財調査事務所

富川県埋蔵文化財センター

砧ii県i’川i自然体，襲センターー

鴻池観察館

瀞同県姻戚文化財調査研究所

生物多様性センター
‾÷好印文化振興協会

愛知県埋蔵文化財センター

愛知県文化振興事業団

中部建設協会

行動と文化研究会

考古掌フォ一一ラム

瀬）巾埋蔵文化財センタ一

席市理l巌文化財センター

【用i山南追跡調査会
一二重口然誌の会
‾‾重動物′字会

滋賀県埋蔵文化財センター

滋賀民俗学会

日本イヌワン研究会

中信美術奨励基金
坂出郡社会教育享文化財部会

京都科掌

国民融合をめざす部落問題仝Lki会議

日代掌協会

千里国際情報事業財団

名神高速道筋向）郎亦調査会

国際日本文化研究センター

日本Il命駒岡

神戸事理肢文化財センター
クボタ

豊川古文化研究所
国際英語
ユネスコ・アジア文化センター

元興吉文化財研究所
シルクロート学研究センター

和歌i用具文化則センタ一

冊ii県自然保護センター

（樵）林原共済会

香Iii県埋歳文化財調査センター

広島古文化財団

熊当製作所

徳蔦県珂蔵文化財センター

福間直射蔵文化財センター

原の辻遺跡調香草薙所

岐阜県博物館友の会

岐阜県文化財保護協会

岐阜県文化財保護センター

岐阜コンペンン＿ゴン・ビューロー

映し†中火郵便局

長良Iii国際会議場

妓印，し塵史質料保存会

岐阜県郷上告料研究協議会

岬界文化村きふ運営協議会

岐阜iiJ教育文化振興事業岡

創価掌会岐阜県広報部

慾斎研究会

各栃I点旧姓成文化財調査センター一

日本教育会
山男l県毘l旧司好会

養老文化財保護協会

大山吊文教協会

禅仁一青史編纂委員会

中Iii道歴史質料保存会

岐阜県民－i両口促進協議会

東海地埋研究会

美濃lu谷文化の会

美濃し直貰文化l彬も全

霊山勘彰会岐卓県支部

地域文化研究所

岐印刷し酵L動物調香研究会

岐阜県超日代文化研究所

八幡町文化財保護協会

美濃文化財研究会

武儀農業改良普及センター

飛騨考古掌会

日本美術力剣新聞社

岩波苫届

きょうせい

椎同園刷版

読群書類従完成会

東京美術

あかね書房

ナノメ、L出版金山

吉川弘文館

郡上史談会
菩道心両旋

北白川書房

沖美潰れが結社

才能開発教育研究財聞
清水商事株式会社

〔個人〕

剖崎∴惇

美和陸前

川瀬春子

、朝日　鬼

石楢∴淳

、卸［　肇

深谷l姦浩

鈴木玲∠

安廉i川l武

斎藤修啓

高橋俊ホ

糸魚Ii席　＿

鹿野勘次

月「停車

脇旧誼

鳥居桂宮

林i賢治

遥腺祐伸

飯塚，山里

l語間　実

青木　舜

瀧　香水

堀Ii岨義

和出帆乗
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〔利用状況〕

1　入館者数

本年度は、入館者数84，833で前年に比べて19，185人

29．2％の増加となった。これは、夏の特別展「恐竜時

代」及び秋の特別展「水とまつり」が好評であった

こと、また、急きょ開催した特別陳列「円空展」も好

評であったことが大きな要因である。

また、開館日数は309日であり、1日平均の入館者

数は275人であった。また、一口の入館者が最も多か

った日は、9月12日で2，390人を数えた。月別の入館

者数は石衣のとおりである。団体入館者数をみると

1，166人で、入館総数の約1．4％であっ

た。月別では11月が229人で一番多く、

団体入館者総数の19．6％を占めている。

春季特別展及び秋季特別展期間中

の入館者数は下表のとおりである。

入館総数は57，004人を数え、一口平均

は606人であった。

月 傅ﾉ(hﾘ)�b�大字牛 �ｨ��L｢�計 丶ｨｭ�?ｩ�B�一日平均 

4 ����S釘�25 ���C�3R�3，554 �#b�137 

5 �8�3CsB�75 滴�C�sr�7、626 �#b�293 

6 涛c"�113 �(�C3c��3、443 �#b�132 

7 滴�Cc#��118 店�C3cb�10．105 �#r�374 

8 ����33湯�159 ����3c�2�23，161 �#b�891 

9 滴�3Cモ�88 店�Cs#r�10．303 �#b�396 

10 店�C3s"�74 �8��SC"�8、988 �#��321 

11 �(�Cイ2�117 店�C3c2�8，323 �#b�320 

12 鼎3��8 都�r�1、145 �#2�50 

1 涛���21 ���C#Sr�2．179 �#2�95 

2 都3��30 �(���ヲ�2，849 �#R�114 

3 ���3�Sr�64 �(�3�3b�3．157 �#r�117 

計 �3x��ピ��892 鼎h���s��84．833 �3���275 

特　別　展　名 弍ｨ����ｭB�小中高生 ��X鬩�b�一般 侏苒�

恐　竜　時　代 度���h�ﾃ����R�19，419 �3�2�21，023 鼎��3sSR�

水　と　ま　つ　り ����綛�ﾃ����#2�7，567 ��コ�8，497 ��h�3#C��

計 ��26，986 鼎唐�29，520 鉄x�3��B�

2施設利用

今年度の講堂及び研修室等の利用者は、次のとおり

であった。

〈講堂〉

岐阜県警察孝枝初任科星研修
岐阜県文楽・能保存振興協議会総会
岐阜県文化行政担当課長会議
岐阜県立中濃西高等学校理数科研修
岐阜県里中林整備ボランティアリーダー育成講座

岐早期、中学校教育研究会技術家庭科研究部会

岐阜県高等学校教育研究会公民地歴部会総会

岐阜県高等学校特殊初任者教育センター研修

岐阜県高等学校教育研究会地理部会総会研究会

岐阜市中学校教頭会
岐阜県教育センター科学作品展
岐苧県中学校技術家庭科研究部会総会研究会
岐阜県小学校社会科研究会代議員会

〈研修室〉

岐阜県哺乳動物調査研究会総会研修会

〈ハイビジョンホール〉

岐阜県森林文化大学（l回目）
・県森林文化大学

〔博物館関係団体〕

1　岐阜県博物館協会

岐阜県博物館協会は、「会員相互の連絡提携のもと
に社会教育の健全な推進と文化の向上に寄与すること」

を目的に、昭和41年に設立された。

公開講座（年4回）、機関紙発行（季刊）、会員研
修会（年3回）等の諸活動をくり広げ、設立の目的に

沿うように活動された。

平成11年3月現在、会員館園は142、個人会員は23

名主な役員は次のとおり。

名誉会長…梶原拓　会長…浅野勇　副会長…青木允

夫、土野寺、遠藤福神　理事長…松本五二　事務局は

岐阜県博物館内にある。

〈主な事業〉

第80回公開講座

機関紙委員会
第43回会員研修会

東海地区博物館連絡協議会総会
第81回公開講座

機関紙「岐阜の博物館」第126号発行
第44回会員研修会

第82回公開講座

東海三県博物館協会交流研修会
機関紙「岐阜の博物館」第127号発行
全国博物館大会

第45回会員研修会

機関紙「岐阜の博物館」第128号発行
会員研修委員会
第83回公開講座

公開講座委員会

常任理事会
機関紙「岐阜の博物館」第129号発行
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2　岐阜県博物館友の会

今年度は一般会員数456名、後援会員27口で昨年度に

比べ、大幅な会員数減であった。しかし、会員個々の生

涯学習活動への参加意欲は強く、岐阜県博物館への協力

意識も旺盛である。

国内探訪の旅は3回行なった。

第1回（5月31日～6月1日）北九州の旅（有田、

伊万里、平戸、ハウステンボス）。有田、伊万里では窯

元を訪問し、土と炎の芸術作品の製作工程を見学した。

また最終日のハウステンボスでは童心に返り一日を楽し

んだ。　参加者42名

第2回（9月19日）滋賀県の石山寺、信楽陶芸の森

を探訪した。　参加者86名

第3回（12月4日～5日）和歌山県の粉河寺、根来寺

青洲の里、養翠園、三井寺、長保寺を探訪。参加者74

名。いずれも日程の中に博物館員の歴史的背景を取り入

れた解説を行ない、現地では専門家に解説を依頼した。

いずれの探訪の旅も定員を超え、参加者からは多くの質

問が出るなど有意義な探訪の旅になった。しかし、参加

者の中にはより幅広く系統的な知識の上に立った研修を

望む声があり、来年度以降の課題として残った。

今年度の探訪の旅は国内のみであったが、懸案の海外探

訪の旅は「海外探訪の旅検討委員会」を設置し、3回に

わたり検討を行なった。その結果、平成12年度には海外

探訪の旅（中国・華北地方）を実施することになった

夏の特別展「恐竜時代」は大盛況で、ショップの売り

上げも過去最高額を記録した。入場者4万人日には友

の会福田莞爾会長より記念品の贈呈を行なった。

文化講演会は三重大学名誉教授の入賞晋氏による「水

辺の祭配」の講演を、また、博物館講座「自分史を書い

てみよう」を柳瀬道夫氏により3回にわたり行ない、多

数の参加者を得て、盛況裏に終えることができた。

恒例になった、特別行事「七草がゆを食べよう」は、

会員のボランティア活動として定着しており、岐阜放送

「みの・ひだアイランド」でも取り上げられ、今年度も

無病息災を願う人たちで賑わった。

また、円空展では写真集「円空さんとわたし」を再発行

した。反響は大きく北は秋田県、南は大分県と全国各地
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から写真集を求める依頼があった。

博物館の普及活動については、写真展のチラシの印刷

や特別展の図録「恐竜時代」、「水とまつり」の発行、絶

版になった図録、「川に生きる」「美濃山地の自然」の再

発行を行なった。

来年度は、会員数の確保、探訪の旅の充実とともに博

物館の特別展や講座、催し物への会員の積極的な参加を

呼びかけ、「博物館事業の普及、会員相互の教養と親睦」

を深め、「魅力ある友の会」、「誰でも気軽に参加できる

友の会」を目指し、今年度の反省をもとに健全な運営、

創意工夫ある企画を進めたい。

平成11年度の主な事業、行事は次の通りである。

1会議

役員会　　　4月25日　　　総会　　4月29日

役員会　　10月24日　　　三役会　2月10日

海外探訪検討委員会　　6／16，8／24，2／3

2　研修事業

（I）探訪の旅

有田・伊万里・平戸を訪ねて　5／31－6／1　　42名

石山寺・信楽陶芸館を訪ねて　9／19　　　　　86名

和歌山の古寺を訪ねて　　　12／4－12／5　　74名

（2）文化講演会

「水辺の祭配」　三重大学名誉教授　人質晋先年

10／20

3　会報発行

第59号～第62号　　A4版　6頁　　　　各350部

4　資料などの作成と頒布

（l）特別展図録「恐竜時代」　　　　　　　2000部

「水とまつり」　　　　　　1000部

（2）図録の増刷「円空さんとわたし」

「美濃用地の自然」
「川に星きる」

（3）APS展チラシ作成

岐阜県博物館総合案内などの頒布

5　その他

（l）博物館との共催事業の実施

1000部

500部

500部

7000部

特別行事　　　「百年公園・博物館を写星しよう」

「岐阜の化石ゼミナール」

「七草がゆを食べよう」
たのしい博物館「火起こし器を作ろう」

「クイズで探検！！博物館」　2回

「化石をつくろう」　　　　　3回

「恐竜ナイトツアー」　　　　2回

博物館講座

「自分史を書いてみよう」（3回）　柳瀬道夫先生

6／6，8／29，9／23

「博物館だより」増刷　68号500部，69，70号各350部

（2）会員入館料の補助と寄贈

特別展、常設館入館料補助

図書及び書架の寄贈



Ⅳ　利　用　案　内　（平成11年度）

●開館時間　4月1日～10月31日　9時～16時30分

11月ltl～3月31日　9時30分～16時30分

（入館は16時まで）

●入館科
区　　分 剏ﾂ　　人 �:��ﾈ��#��ﾈ決�8�｢�

般 �320円 �#c�冷�

大　雪：！ ��110円 鉄�?｢�

小・中・高 剿ｳ　料 冖8��{��

※特別展開催中は入館料かかわります。

●休館日　　月曜日（月曜日が祝日にあたるときは翌日）

年末年始（12月28日－1月3日）

●駐車場　　博物館には駐車場がありませんので、有年公園の駐車場をご利用ください。

駐車料金・・・普通（軽）自動車300円、バス820円

●交　通　　名鉄美濃町線　小屋名駅下車　徒歩15分

岐　阜　バ　ス　小屋名下車　　徒歩15分

自家用車をご利用の場合は、百年公園北口からお人V）下さい。

交通案内図 俛�ES�Si���ﾂ�n�ｽhｹ�ｨﾅ8�8ﾗyﾙｸﾄi*ﾉ�ﾈ��險ﾅ8�9JｩJb�

・名鉄桑濃町線 
・岐喜バス 

小屋名惣嘱勘 
醜　　　　く誌やな）　舶 

獲器話題認謡騒閥萱　闊－ 萱　　　！ 

喜書面圏議閣鯉翻…　　　C　韻 

名錬美濃藍　離248号線　一一＿警 

認諾駅　　　　　　岐阜醜頗－Ci 劍ｹﾙ+ﾉ�"�
圏遁21号練 窒各務虎 二二二∴∴二三∴∴∴∴ 

名神高速道路
一宮JCT

／ ・東海北随自動蔓通－一関イン虫－かろ琵5分 

・名荻禁漁町線一一一一本屡名訳下車護歩15分 
・岐呈バス簸喜上之鯨線 

・八幡線一一小屋各パス緯下堅縫歩1電分 

古道・閑江南線

誘爆言工南

北陸自動車道

魔・薫漁加茂

中央自動車道

至静岡，蒐京

〒501－3941岐阜県閲市小屋名字中洞1989　℡（0575）28－3111（代表）FAX（0575）28－3110
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